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午前９時５７分開会 

○たがた直昭委員長 これより産業環境委員会を開

会いたします。 

 

           ◇            

 

○たがた直昭委員長 初めに、記録署名員をくぼた

委員、小林委員、よろしくお願いします。 

 

           ◇            

 

○たがた直昭委員長 次に、陳情の審査に移ります。 

  （１）５受理番号７ インボイス制度の導入に

際し、足立区シルバー人材センターが会員への分

配金から消費税分を減額しなくて済むように、足

立区として援助を求める陳情を単独議題といたし

ます。 

  前回は継続審査であります。 

  執行機関、何か変化はありますか。 

○企業経営支援課長 特に変化はございません。 

○たがた直昭委員長 それでは、質疑に入ります。 

  何か質疑ありますか。 

○小林ともよ委員 今回、シルバーの方の収支予算

説明書が配付されておりますが、そこに関しては

あれなのですけれども、消費税約２，６１０万円

掛かると、配分金に掛かる消費税は約２，６１０

万円という記載がありました。経過措置があって、

今は２０％だけ支払えばいいということになって

いると思うのですけれども、令和８年、来年の１

０月からは、この経過措置が５０％になります。

消費税を引いても配分金が減らないように、最低

賃金を下回らないような配分金に設定していくべ

きと思いますが、いかがでしょうか。 

○足立区シルバー人材センター事務局長 現在もそ

のようにしておりますし、今後も同じように、下

回らないように発注者と協議を進めてまいります。 

○小林ともよ委員 是非お願いしたいと思います。 

  今回予算委員会でも指摘していただきましたけ

れども、今のペースでは会員が希望する配布単価、

１０円にはいつになったから届くのか分からない

状況だと思います。物価高騰に見合った金額に引

き上げた提案をシルバーが足立区にするよう所管

する産業経済部が働き掛けるべきではないかと予

算委員会で我が党が質問いたしましたら、産業経

済部からも、シルバー人材センターに働き掛けて

いくと答弁がありました。シルバー会員の要望に

応えるような引上げを求めていくべきだと思いま

すが、いかがでしょうか。 

○企業経営支援課長 会員の配布単価についてです

けれども、シルバー人材センターとも、これまで

単価の設定の方法だったりというところを一度見

直しまして、今後の先ほど小林委員がおっしゃっ

たようなインボイスの軽減措置、そちらにも対応

できるような形で協議の方を進めていきたいと思

います。 

○小林ともよ委員 是非よろしくお願いいたします。 

  それと、併配に関してですが、こちらも予算委

員会ではたの議員が、一般的に新聞折り込みを依

頼する場合は、１枚幾らという感じで値段が決ま

るので、２種類同時に依頼するからといって安く

はならないと、安くする根拠が薄いということで

根拠は何かという質問をしたのですけれども、そ

れに対して報道広報課長が、効率的に効果的に執

行することを大前提の下で配布をシルバーの方で

受けていただいて、それで費用が、今、抑えられ

ているから併配をやめるという考えはございませ

んと、質問には答えていないひどい答弁がありま

した。 

 しかし、区長からは、併配をすることを前提にし

て値段についてはどのように設定するのか、夏の
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酷暑に配っていただくこともあるので、シルバー

と★★の意見交換しながら今後の在り方について

は検討してまいりますと、前向きな答弁がありま

した。併配についても配布単価を見直すべきと思

いますが、いかがでしょうか。 

○足立区シルバー人材センター事務局長 これまで

の経緯も踏まえて、過去には単純な合算でやって

いたということも聞いておりますので、その方向

で見直していきたいと考えております。 

○たがた直昭委員長 他に質疑なしと認めます。 

  それでは、各会派の意見をお願いいたします。 

○くぼた美幸委員 継続でお願いします。 

○工藤てつや委員 継続でお願いいたします。 

○小林ともよ委員 本日、非常に前向きな答弁をい

ただいていると思います。採択でお願いいたしま

す。 

○川村みこと委員 継続でお願いします。 

○野沢てつや委員 ずっと言い続けていますが、執

行機関の方、やるべきことをやっていますので、

否決でお願いします。 

○たがた直昭委員長 これより採決をいたします。 

  本件は、継続審査とすることに賛成の方の挙手

を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○たがた直昭委員長 挙手多数であります。よって、

継続審査と決定をいたしました。 

  次に、（２）５受理番号４６ 消費者被害を防

止、救済するため特定商取引法の抜本的法改正を

求める意見書を政府等に提出することを求めるこ

とに関する陳情を単独議題といたします。 

  前回は継続審査であります。 

  執行機関、何か変化はありますか。 

○産業経済部長 特に変化はございません。 

○たがた直昭委員長 それでは質疑に移ります。 

  何かありますか。 

○小林ともよ委員 この陳情の内容では、特定商取

引法、２０１６年に法改正されて、附則第６条に

は必要があるときには５年後に見直すということ

が定められていると書いてあります。２０１６年

に法改正された後も消費者の被害は後を絶たない

状況が続いていると思いますが、いかがですか。 

○産業経済部長 消費者被害、消費者センターの方

に寄せられる相談の件数なのですけれども、当時

からずっと横ばい５，０００件超というふうな大

体数字で推移はしております。 

○小林ともよ委員 これ法改正された後も、そした

らその変化はあんまりないということでよろしい

でしょうか。 

○産業経済部長 小林委員おっしゃるとおりでござ

います。 

○たがた直昭委員長 よろしいですか。 

  それでは、質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いします。 

○くぼた美幸委員 継続でお願いします。 

○工藤てつや委員 継続でお願いいたします。 

○小林ともよ委員 今、お答えいただいたように、

現在の法律では被害を防ぎ切れていないですし、

抑えることもできていない状況だと思います。詐

欺の手法から消費者を守っていく必要があると思

いますので、採択でお願いします。 

○川村みこと委員 継続でお願いします。 

○野沢てつや委員 昨日まで行われた予算特別委員

会で申し上げましたが、こういった詐欺業者、本

当に刑が軽いため、本当に次から次へと同じ者が

犯罪を繰り返して、どんどん先鋭化していくので

す。その中で法律だけが追い付いていないという

ことですので、やはり早期に対応が必要だと思い

ます。採択でお願いいたします。 

○たがた直昭委員長 これより採決をいたします。 

  本件は、継続審査とすることに賛成の方の挙手
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を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○たがた直昭委員長 挙手多数であります。よって、

継続審査と決定をいたしました。 

  次に、（３）６受理番号９ ２０３０年のＣＯ

２削減目標を６０％以上と設定することを求める

陳情を単独議題といたします。 

  前回は継続審査であります。 

  また、報告事項（１４）及び（１６）から（２

３）が本陳情と関連しておりますので、併せて説

明をお願いいたします。 

○環境部長 それでは、環境部の方の報告資料を御

手元にお願いしたいと存じます。 

  まず、２ページを御覧ください。 

  今年度の再エネ電力共同オークションの進捗に

ついての御報告でございます。 

  まず、この再エネ電力のオークションとは何ぞ

やということでございますが、これは再エネ電力

の供給を受けたいという事業者をまとめてグルー

プ化をして、競り下げ方式で最も安価な料金を提

示した供給事業者と契約を結ぶというスキームで

ございまして、株式会社エナーバンクというとこ

ろが提供しているものでございます。小さな事業

所が単独で再エネ電力の調達先を探しましてもな

かなか厳しい現状ではございますが、グループ化

することで、より有利な条件で再エネ電力を調達

できるということで、区内の中小事業所が有利な

条件で再エネ電力を調達できますよう令和５年７

月にエナーバンクと協定を結んでおりました。 

 現在までの進捗ですが、項番２に記載のとおりで

ございまして、民間事業所からは７社に御参加を

いただき、また、公共施設として足立清掃事務所

も参加をしたというところでございます。今回の

結果を集約いたしまして、メリットですとか課題

を浮き彫りにした上で、未参加の事業所に情報提

供、参加の呼び掛けを行ってまいりたいと考えて

ございます。 

  一つ飛ばしまして、４ページの方へお進みをい

ただきたいと存じます。 

  令和７年度の太陽光発電システムと蓄電池の補

助金の拡充の案に関する御報告でございます。 

  今年度は、補正予算をお認めいただきまして、

６２０件までの枠を設けたところでございますが、

残念ながら十分に需要に応え切れなかったという

実態がございました。 

  こうした状況を踏まえまして、新年度は太陽光

発電システム、蓄電池ともに１，０００件の当初

予算枠を計上しているというところでございます。

昨年度の月平均の実績ですとか、あるいは太陽光

パネルの事業者にヒアリングを行った結果などか

ら１，０００件としたところでございまして、こ

れにより、脱炭素ロードマップにおける太陽光パ

ネルに関する令和１２年度の目標を来年度中に達

成できる見通しとなってございます。 

  ５ページの方にお進みください。 

  １，０００件というオーダーでございますので、

職員だけでは事務処理がとても追い付きません。

そこで事務処理の一部の外部委託を予定してござ

いますほか、受付方法に関しましても、申請時期

を分割いたしまして年度の中でできるだけならし

て申請を受けられるよう工夫をしてまいりたいと

考えているところでございます。 

  次に、６ページ、７ページにお進みいただきた

いと存じます。 

  本庁舎敷地内への電気自動車急速充電設備の設

置に関する御報告でございます。 

  本庁舎の南側に車の出入りを一方向にいたしま

したピットスルー方式を採用して、急速充電器の

設置を予定しているところでございます。当初予

算をお認めいただけましたら、まずは現場の整地
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の工事から着手をいたしまして、充電設備の運営

は来年度末の８年３月頃を予定しているところで

ございます。 

  ８ページの方にお進みください。 

  令和７年度第１期の環境基金審査会の審査結果

に関する報告でございます。 

  今回は、上限１，０００万円までの一般コース

に２件の申請があり、うち１件が採択、また、上

限２０万円のファーストステップでは、申請のあ

った１件がそのまま採択されたという結果でござ

いました。 

  採択事業でございますが、一般コースはプラス

チック削減と食ロスの削減に寄与するトップシー

ラー機の普及に関する取組でございまして、６５

７万円余の助成、ファーストステップは、オリー

ブ栽培の輪を広げ、緑化と環境配慮への理解を広

めていくという取組でございまして２０万円の助

成でした。審査委員の構成、次期の募集につきま

しては、資料に記載のとおりでございます。 

  続きまして、１１ページの方へお進みください。 

  ただいま御説明いたしました環境基金審査会の

審査基準の見直しに関する御報告でございます。 

  環境基金による助成を受けようとして申請をし

ても、なかなか採択されずに、これでは区民のモ

チベーションが下がってしまうのではないかとの

御指摘をこれまでいただいてまいりました。 

  そして、この傾向が大きな額の助成を行う一般

コースよりも活動のきっかけづくりを主眼に置い

ているファーストステップですとか、あるいはｅ

ｃｏＵ－３０などのコースで顕著という実態があ

ることも分かってまいりました。その要因を分析

いたしましたところ、その活動をできるだけ区民

に広めてほしいとの願いから、波及効果という審

査項目があるのですが、この波及効果の基準が高

過ぎたとの実態が見えてまいりました。環境意識

の向上ですとか活動継続に主眼を置いていること、

そして波及効果については、参加される方から周

囲の方への口コミですとか勧誘なども認めていく

という方向に審査の基準を変えていこうというこ

とに至りました。次回の審査、７月を予定してご

ざいますけれども、から、この基準を適用してま

いりたいと考えているところでございます。 

  １２ページにお進みください。 

  新年度の生ごみ処理機購入費補助事業の拡充

（案）に関する御報告でございます。 

  プラスチック分別回収のモデル実施に伴いまし

て、モデル地区内での生ごみ処理機購入のニーズ

が高まっている傾向がございました。これは生ご

みの減量ですとか、あるいは臭いの防止に効果が

あったためと分析しておりまして、来年度はプラ

スチック分別回収区内全域実施の前年度というこ

とですので、これを契機に生ごみ処理機の普及を

更に進めるために、来年度、過去最大水準の補助

にしたいと考えているところです。 

  内容ですが、上限額を２万円から３万円に引き

上げ、補助率も２分の１から３分の２へ、そして、

補助件数を今年度実績の２２０件余から３倍以上

増の７５０件への引上げを予定しております。 

  これまでの交付実績は、グラフを御覧いただけ

ればと存じます。予算をお認めいただけましたら、

積極的に制度の周知を進めてまいりたいと考えて

おります。 

  続いて、１３ページを御覧ください。 

  これまで実証事業を行ってまいりましたＡＩを

活用した食品ロス削減の来年度からの展開に関す

る御報告です。 

  これまでの実証事業から確認できた事項を項番

１にまとめてございます。 

  適した業態ですとか事業規模があるということ、

また、予測の精度を上げていくには半年程度のデ



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

５ 

ータ蓄積が必要なこと、その結果として８５％を

上回る来客予測の一致率を得られる、こうしたこ

とが分かってまいりました。 

  そして、来年度の取組でございますが、実証事

業で得られました結果はもとより、ＡＩシステム

導入に使える補助制度ですとか、また、今回の実

証事業で使用したシステムベンダーだけではなく、

ほかにも食品ロス削減に活用できるシステムベン

ダーですとか、そうした事業者さんもございます

ので、そうした情報を関連団体の会合で御案内す

るほか、ホームページやＳＮＳなどで発信してい

く考えです。 

  また、ごみ減量推進課では、システム導入をお

考えの飲食店ですとか食品店などからの御相談を

受け付けてまいる予定でございます。 

  １４ページを御覧いただきたいと存じます。 

  粗大ごみの資源化品目の追加に関する御報告で

ございます。 

  今回追加いたしますのは、硬質プラスチック製

の衣装ケースで年間１２６ｔほどの処理を見込ん

でございます。 

  なお、この事業に係る経費は、事業者が再生樹

脂の売却益で賄うということから、区の負担は発

生いたしません。 

  １５ページを御覧いただきたいと存じます。 

  今年度から開始いたしました省エネルギー対策

工場設備更新補助金に関する新年度の取組（案）

についての御報告でございます。 

  本事業に係るニーズを更に掘り起こすため、今

年度の運用の中で把握できた課題をベースに改善

策を講じてまいりたいと考えております。 

  一つは、省エネ診断を受けることが補助の前提

条件となっておりますけれども、この費用が事業

者の負担となっている点を踏まえ、区の負担に切

り替えていくということ。 

  二つ目は、高額な設備の更新に要する期間を考

慮いたしまして、できるだけ早い時期からＰＲを

開始すること。 

  そして３点目は、今年度は年度の後半からにな

ってしまいましたマッチングクリエーターさんと

の連携を年度当初から行っていくということです。

本会議でも御答弁いたしましたけれども、より身

近なところで、そして、より早くというところを

モットーにＰＲしてまいりたいと考えております。 

  なお、省エネ診断費用の補助の詳細につきまし

ては、資料項番２を御参照いただければと存じま

す。 

  長くなりました。私からは以上でございます。 

○環境政策課長 本陳情に関する情報提供をさせて

いただきたいと思います。 

  政府が２月１８日に内閣官房、環境省、経済産

業省が取りまとめて、地球温暖化対策計画につき

まして取りまとめたところで、新たなＣＯ２削減

温暖化対策の排出目標を設定したところでござい

ます。２０３０年度目標は、２０１３年度比で６

０％削減、２０４０年度目標は２０１３年度比で

７３％削減となってございます。 

  以上でございます。 

○たがた直昭委員長 ありがとうございました。 

  なお、所管事務の調査（１）二酸化炭素排出実

質ゼロに関する調査についても本件と関連してお

りますので、併せて質疑を行います。それでは、

質疑のほうに移りたいと思います。 

  何かありますか。 

○川村みこと委員 私からは、１点確認をさせてい

ただきたいと思います。 

  電気自動車の急速充電設備の設置についてなの

ですけれども、まず確認なのですが、区が設置す

る電気自動車の急速充電設備というのは、これが

大体何か所目ぐらいになるのでしょうか。 
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○環境政策課長 急速充電器の設備というものは、

今回が初めてでございます。 

○川村みこと委員 庁舎敷地内ということですけれ

ども、施設の中ではなく道路に面しているという

ことだと思います。これ何分ぐらいで、どのぐら

いの充電ができるのか確認をさせてください。 

○環境政策課長 ３０分で小型の電気自動車で約６

０％、通常のもの、普通充電車で具体的に量販し

ているもので３０分で５０％ぐらいという形にな

ります。 

○川村みこと委員 先ほども申し上げたように、道

路に面しているということで、ルールづくりとい

うのは、どういったふうにやっていく、何分以内

とか、どういった呼び掛けをしていく予定でしょ

うか。 

○環境政策課長 制限時間につきましては、３０分

という形で呼び掛けてまいりたいというふうに考

えています。道路に面しているというところにつ

きましての安全上の確保につきましては、そこに

掲示をしまして、最低限のルール、必要な安全確

保のルールにつきまして呼び掛けてまいりたいと

考えてございます。 

○川村みこと委員 分かりました。様々な自治体で、

市役所とか区役所にも、今、増えてきているとい

うふうに聞いております。どこもやっぱり３０分

以内に呼び掛けをしているところが多いというこ

となのですけれども、それでも放置をしたまま離

れてしまう場合があるというふうに聞いておりま

す。 

  ですので、ルールの看板など、掲示板など掲示

していただくのだと思うのですけれども、その点

の、基本的にこれは車内にいていただく想定なの

でしょうか。離れてもいいという想定でしょうか。 

○環境政策課長 車内にいるかいないかというとこ

ろまでは、正直、縛れないかなというふうに思っ

てございますが、３０分をお守りいただきたいと

いうところにつきましては、アナウンスしてまい

りたいと考えてございます。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  るる、今、予定しているものを伺いましたので

安心しましたけれども、３０分目安にということ

ですので、できるだけ車内にいるか、それから３

０分ちょうどで必ずお戻りくださいとか、細かい

ルールを是非表示していただきまして、今回区の

収入があるので御自身でお金を払って使っていた

だくということでありますが、公共の施設に設置

するものですので、是非その安全面とルールを守

って皆さんに快適に使っていただくというところ

については力を入れていただきたいと思いますの

で、よろしくお願いします。これは要望させてい

ただきます。 

○小林ともよ委員 私からは、足立区省エネルギー

対策工場設備補助金の件なのですけれども、前回

もお願いしたのですけれども、これ経済産業部と

も是非連携して小規模経営改善補助金との連携と

いうか、何ていうのか、小規模経営改善補助金を

使って設備投資をした場合でも、環境に寄与する

ような設備に投資するような場合は、ＣＯ２の削

減の検査というか、省エネ診断を是非できるよう

にしたらどうかと思うのですけれども、その点い

かがでしょうか。 

○生活環境保全課長 小規模事業者経営補助金と、

今、申し上げた省エネの施設の設備の補助金、今

２つ並んでいる中で、一番大事にしておりますの

は、補助率ですとか、あと上限とかの違いによっ

て、補助の結果が有利、不利といいますか、働く

こともありますので、その辺は我々に相談が来た

場合でも、あと産経部に相談が来た場合でも、こ

ういう補助金がありますよと、計算したらこっち

の方がいいかもしれませんよということについて
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は注意深く御提案といいますか、漏れなくするよ

うには現在もしておりますので、これが一番大事

な１点かと思います。 

  また、小林委員御指摘ございましたＣＯ２の削

減効果がこの補助金を使うことによってどのよう

に見えてくるかというお話でございますが、我々、

省エネ対策補助金の場合ですと、今、御指摘いた

だいた省エネ診断によって、これが要件とされて

おりますので、数字となって目で見えてまいりま

すけれども、小規模事業者経営補助金の場合は、

必ずしもそれが要件にされてなくて、何ですか、

計画書の中でいろいろ経済的に、あとはメリット

が働くようなところなども掲げるような想定にな

っておりますけれども、あとはエコタイヤですと

か、いろいろＣＯ２削減に寄与するところもあり

ますので、この辺が省エネ事業者の経営改善補助

金の中でどのように表現できるかということは、

産経部ともいろいろ協議しながら今後考えていき

たいなとは思っております。 

○小林ともよ委員 是非連携を取っていただいて、

どれぐらい、目標を掲げて、今、ＣＯ２削減に取り

組んでいるわけですから、産業経済部ともやはり

連携を取る必要があると思います。 

  次に、先ほど環境政策課長からも説明があった

とおり、国のＣＯ２削減目標というのが、２０３５

年度に２０１３年度比で６０％、２０４０年度に

７３％という目標になったと思うのですけれども、

足立区としてはどういった目標を掲げる予定です

か。 

○環境政策課長 足立区の目標といたしましては、

来年、再来年で環境基本計画の見直しの改定作業

がございます。こちらの閣議決定の情報も含めた

国等の情報の提供、そして足立区の実績値を踏ま

えて環境審議会の中で御審議いただき、それを踏

まえて足立区としてこの削減目標というものを設

定してまいりたいというふうに考えてございます。 

○小林ともよ委員 足立区は、２０３０年度目標を

４６％としてきましたけれども、今のところまだ

その達成率１８％ということです。国は、２０３

５年に６０％、世界的に見れば、これも低いと、

７０％以上にしなければ目標としては低いと言わ

れているのですけれども、例えば国に合わせると

した場合ですとか、今よりも高い目標になるとは

思うのですけれども、どのように達成するのか、

何か検討していることはございますか。 

○環境政策課長 目標値に対しての達成する方法と

いう御質問かと思います。 

  それにつきましては、現在のこちらの目標につ

きましては様々なもの、特に足立区のポテンシャ

ルを生かしまして太陽光の補助金の拡充であると

か、電気自動車の普及、ごみ減量推進と、そうい

ったものを、今、取り組んでいるところでござい

ます。 

  以上でございます。 

○小林ともよ委員 それを、その三つを、今、目標

達成すれば、この４６％目標は達成できると見込

んでいるのでしょうか。 

○環境政策課長 先ほど申し上げましたものは一例

でございまして、その他の施策も取り組んでいる

ところでございます。それとともに、足立区だけ

ではなく、国、都、そちらの施策との連携も重要

だと考えてございます。 

○小林ともよ委員 私は、区民の協力がなければや

っぱり達成するのは難しいと、国や東京都だけと

では難しいと思うのです。足立区は環境フェアを

廃止して、Ａ－Ｆｅｓｔａに統合してしまうとい

う方針を取っていると思いますが、Ａ－Ｆｅｓｔ

ａでやることも重要だとも思います。ただ、予算

委員会でも指摘したとおり、こころの健康フェス

ティバルやＮＰＯフェスティバル、障がい者週間
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のイベント、多様性社会推進課のエル・フェスタ

などの関連する団体や関心のある方が集まるとい

うことで機運が醸成されていくということもある

わけです。環境問題は、本当に、今、若い人の中

と子どもたちも学校なんかでも環境問題を学んで

いますので、物すごく関心が広がっていると思い

ます。今こそこの目標達成までのロードマップを

達成するためにも、環境マイスターの方たちや本

当に環境問題に関心のある団体などと力を合わせ

て、ＣＯ２削減目標達成に向けて全庁的に取り組

むべきだと思うのです。 

  今回環境基金審査会の審査結果で、ファースト

ステップ助成を受けたじゃすみん扇さんは、どの

ような場所で事業を展開することになっているの

でしょうか。 

○環境政策課長 じゃすみん扇の事業展開、この環

境助成基金を受ける事業展開の場所ということは、

まずは一義的にはこの施設の中でまず勉強会を開

いて、地域の方をお呼びして、そしてレクチャー

をする。そして地域の方がおうちの方に持ち帰っ

ていただいて、おうちの方で栽培していただくと

ころに対して、職員さんがそちらに出向いていく

と、施設を中心とした地域というところになりま

す。 

○小林ともよ委員 せっかくこういった区の環境基

金を利用して、そういう取組をするということで

すから、もっと多くの方の目に触れるような場所

で、そういった事業を行っていくというような機

会も与えてあげるべきだと思うのです。 

  なので、こういったところでもＡ－Ｆｅｓｔａ

でやるとしても、災害対策課なんかは一応総合防

災フェスティバルとしてやっております。環境部

でも、こういったように大々的に復活というか環

境フェアを復活させていくような形でＡ－Ｆｅｓ

ｔａで展開していく必要があると思うのですけれ

ども、いかがでしょうか。 

○環境政策課長 このＡ－Ｆｅｓｔａの環境部のブ

ースにつきましては、より区民の方に目立つよう

な工夫というものが必要だと考えてございますの

で、こちらその準備をする中で、どのような形で

それが区民の方々に効果的なのかということにつ

きましては、検討してまいりたいと考えてござい

ます。 

○小林ともよ委員 是非環境に関心のある団体など

も集めて、大々的にやっていただきたいと思いま

す。 

○野沢てつや委員 ６ページの本庁舎敷地内の公共

利用用電気自動車急速充電設備なのですけれども、

これはあれですか、これの対応している充電器は、

テスラとか、そういったものに対応しているので

しょうか。 

○環境政策課長 対応する充電形式といたしまして、

いわゆるＣＨＡｄｅＭＯ（チャデモ）方式という

ものでございまして、テスラのものではない形式

でございます。一部テスラの車種もこのアダプタ

ーを使うと充電はできるというふうになってござ

いますが、規格といたしましては、テスラ以外の

ＣＨＡｄｅＭＯ（チャデモ）方式という形になっ

てございます。 

○野沢てつや委員 初歩的なことで申し訳ありませ

ん。これ、規格というのは何種類ぐらいあるので

すか。 

○環境政策課長 日本での規格というものは、その

二つになる状況でございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

 今回、その設置の目的として電気自動車を使用す

る来庁者や近隣住民の利便性の向上、そして地球

温暖化対策ということなのですけれども、現在あ

れですか、公用車は本当に何か日産的な車が多い

のですけれども、現在市場で出回っている車の中
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で電気自動車の割合というのは、この規格を使っ

ている電気自動車が多いのでしょうか。 

○環境政策課長 このＣＨＡｄｅＭＯ（チャデモ）

規格を使っている自動車が圧倒的でございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  それでしたら全く問題ございませんので、本当

にいい事業だと思いますので、引き続き継続をお

願いいたします。 

  続きまして、１１ページです。環境基金審査会

の審査基準の見直しということで、審査基準を見

直していろいろ対応を考えてくださったというこ

とですが、波及効果、少し幅広に認めるようにし

ているということですが、参加者による口コミや

新たな参加者の勧誘活動などについても認めると

いうことなのですが、これはあれですか、一応最

低限の基準みたいなのというのは設けているので

しょうか。 

○環境政策課長 この口コミや勧誘活動についての

基準というところでございますが、今までこうい

った波及効果に対しての効果まで測定しますか、

そこまで出させて、基準としていたところを、結

果の測定のところまで求めない、何かアプローチ

してくださいねという形でしていくというような

基準でやってまいりたいと考えてございます。 

○野沢てつや委員 ということは、あれですか、自

己申告的な感じなのですか。別にＳＮＳで「いい

ね！」を押してもらったとか、そういうのは全く

求めずに、「僕は誰かに言ったよ」とか、そうい

うレベルで大丈夫ということですか。 

○環境政策課長 関係者であるとか、野沢委員御指

摘のＳＮＳを活用して何かをやりますということ

をしっかりと計画書の中に書き込んでいただくと

いう形になります。 

○野沢てつや委員 参加者による口コミや新たな参

加者の勧誘活動というのを申請に当たって多分明

文化すると思うのですけれども、そこに関しては

どういう感じで対応するような形になっておりま

すでしょうか。 

○環境政策課長 申請者が野沢委員御指摘いただい

たように申請書の中に明文化をする、それについ

て事務局の方に確認をして、そして審査会の中で

審査いただくという形になります。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  これは、ここに書いてある書きっぷりだと、本

当に単なるばらまきみたいに見えますが、審査の

過程できちっと審査していただけるのでしたら本

当によい取組だと思いますので、そこは一線を引

いていただけるよう要望させていただきます。 

  次、生ごみ処理機、１２ページです。令和７年

度、いよいよ３倍強に補助件数を見積もっている

のですけれども、３倍強の見積もりは、どうやっ

て見積もったのでしょうか。 

○ごみ減量推進課長 この６年度の実績でございま

すが、ここで２２１件１月末と申し上げておりま

すけれども、今日現在で申し上げると２３２件で、

恐らく年度末までに２３５件ぐらいまで伸びると

思っております。昨年５年度が１１６件ですので、

倍以上ということでございますが、この間どの違

いがあったかといいますと、上限が１万５，００

０円から２万円に５，０００円上がったことによ

って倍増したと言っていいと思いますが、この度、

御案内のとおり、プラス今度来年度は１万円、３

万円に上げていくということと、あと補助率も、

これまで２分の１だったものを３分の２にすると

いうところで、２３５の３倍プラスアルファ、こ

ういったものを見込んで７５０件と想定したもの

でございます。 

○野沢てつや委員 これはＡ－Ｆｅｓｔａとかでも

継続的に広告的なものをやるということで予定し

ているということでよろしいでしょうか。 
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○ごみ減量推進課長 今年もＡ－Ｆｅｓｔａ、あと

しょうぶまつり、ああいったところでＰＲさせて

いただくと、★★を持ってきて見ていただくと、

その場で補助金とともに受注していただくことな

どもございましたので、来年度の事業の展開の中

でも、そのような形で進めていきたいと考えてお

ります。 

○野沢てつや委員 非常に重要だと思うのですけれ

ども、足りないのではないかなとちょっと思った

りして、３倍で大丈夫かなというのが、多分そち

らの想定の逆な私の感想なのですけれども、もう

少し見積りを精査して件数を増やしたほうがいい

ような気もするのですけれども、そこら辺は大丈

夫でしょうか。 

○ごみ減量推進課長 冒頭、環境部長から御説明ご

ざいましたプラスチック分別回収全区展開という

のが令和８年度予定されておりまして、それに伴

うこの準備期間といいますか、それに伴うニーズ

も上がってくるのではないかという話は、先ほど

の私の積み上げとは別なプラスアルファの部分で

ございますので、仮にそういったところから７５

０件以上ということが想定された場合には、年度

途中でも改めてお願いさせていただくことも想定

してまいります。 

○野沢てつや委員 そうですね。上限額も上がる、

補助率も上がるということで、もしかしたらもう

少し件数が増えるかもしれませんので、あらかじ

め準備をしていただけたらと思います。 

  最後に１５ページ、足立区省エネルギー対策工

場設備更新補助金なのですが、今回、診断費用を

区が負担ということなのですが、なんで上限２万

円という上限を設けたのでしょうか。 

○ごみ減量推進課長 今年度の診断費用を確認した

ところ、５，０００円から２万円までで、ほぼ２

万円で収まっておりますので、そこら辺を上限と

いいますか、そこまででニーズとしては対応でき

るであろうと考えたものでございます。 

○野沢てつや委員 これというのは本当に特別な診

断で、なかなか難しい診断だと思うのです。上限

が２万円で足りるということですので、でしたら

正直なところ、上限を設けないでも別にいいのか

なと思うのですけれども、そこはいかがでしょう

か。 

○ごみ減量推進課長 ２万円で１０件ということで

ございますが、なかなか今年度からどのぐらいの

診断費用が今後また発生していくかという、なか

なか読みづらいところもございまして、ひょっと

したらこういった補助事業に限らず診断というこ

とが、団体とか国が委託して行うのですけれども、

今後伸びていくといいますか、費用も上っていく

ということも考え合わせまして、まずは２万円と

いうところに上限設定をさせていただいたところ

でございます。 

○野沢てつや委員 今、おっしゃるとおり、いろい

ろな費用が上がっている、で、一方で工場設備更

新補助金、本当にいい事業だと思いますので、や

はり使っていただきたい。そういった中で省エネ

診断費用、これに関しては正直なところ、全額区

が持ってもいいのではないかと思いますので、次

回以降御検討をお願いいたします。 

  以上でございます。 

○たがた直昭委員長 他に。 

○工藤てつや委員 私の方からは、先ほど川村委員、

それから野沢委員からもございました環境部の６

ページのとこです。本庁舎敷地内の電気自動車急

速充電設備の設置（案）についてということで伺

いたいと思います。 

  かねてから、急速充電設備の設置については私

の方からも要望させていただいていた案件でござ

いますので、今回実施に至っていただいて、本当
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にうれしく思っているところであります。 

  改めて伺いたいと思うのですが、導入に至った

経緯について伺いたいと思います。いかがでしょ

うか。 

○環境政策課長 導入に至りました経緯といたしま

しては、環境部といたしまして、脱炭素施策を進

めていきたいというところのＰＲになるという目

的の下、検討に少し時間を要してございました。

そちらは安全面の確保であるとか、そういったも

のに時間を要しておりましたが、今回このような

形で案をお示しさせていただいたという経緯でご

ざいます。 

○工藤てつや委員 ありがとうございます。 

  スケジュール（案）のところに、２番でしょう

か、令和７年７月から８月ということで、入札を

今回実施をする予定でございますけれども、入札

の種類について伺いたいと思います。いかがでし

ょうか。 

○環境政策課長 競争入札という形になります。 

○工藤てつや委員 ありがとうございます。 

  それから、今回の設置に関わる費用について、

総額どのぐらいの予算で考えているのか伺いたい

と思います。 

○環境政策課長 土地の整地の費用と、あとは機器

のリース代、そういったものを含めまして、令和

７年度につきましては９６０万円余を見込んでご

ざいます。 

○工藤てつや委員 分かりました。 

  今、区内の電気自動車の普及率も徐々ではある

と思うのですけれども上がってきているのかなと

思いますけれども、今回はこの事業については、

モデルケースとして対応されて、それで今後はや

はりスポット的に区内の公共施設に拡大していく

というような考え方というのはあるのでしょうか。 

○環境政策課長 工藤委員御指摘のように、ただい

ま足立区の中で電気自動車の普及率、なかなか低

迷している、日本全国でございますけれども、そ

ういったところでのモデル的なケースになると思

います。こちらの利用実績などを踏まえて、今後

検討していくべき案件かと考えてございます。 

○工藤てつや委員 是非区内の公共施設、たくさん

ございますので、今回の検証結果を基に拡大して

いただけるような形で進めていただければと思っ

ております。これは意見としてはお願いしたいと

思います。 

○たがた直昭委員長 ありがとうございます。 

  他に質疑。 

○杉本ゆう委員 ほかの委員方からもあった急速充

電の話なのですけれども、内容は今までの質疑で

よく分かったのですけれども、すみません、充電

そのものの話じゃなくて申し訳ないのですが、こ

の道についての話、この場所の話、さんざん今ま

で議論があったのはよく存じ上げているのですけ

れども、今の議論を聞いていても３０分掛かるわ

けじゃないですか。１日に、分からないです、こ

れからなので、今、答えられる問題ではないので

す。一応今のところ１日何台ぐらい来るという想

定なのかというイメージなのかをまず１点教えて

いただきたいのと、そんなに来ないのではないか

なと、そんなに行列できるようなことはないとは

思うのですけれども、とはいうものの、万が一バ

ッティングしちゃう場合というのがあると思うの

です。あの道、御存じのとおり狭いのに対面通行

で、確かに★★いいのですけれども、★★で入っ

ているときに、次に、たまたまもう１台充電した

い人が来ちゃったときに、あそこすぐ渋滞になる

のです。その対策は何か考えていますか。 

○環境政策課長 バッティングしたときの渋滞とい

う形のお話でございます。 

  安全面につきましては、より確保するために、
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１２ 

これから警察の方にも相談してまいりたいという

ふうに考えてございますが、基本的にかなりスペ

ースが広い状況でございます。そこで少し待ちが

できる部分があるのかなというふうに思いますけ

れども、基本的に１台しか止まらないというとこ

ろにつきましては、先ほど川村委員にも御答弁し

たように、３０分のルールを基本的に促していく

ということと、あと一般的に急速充電のウェブサ

ービスで空きかどうかが分かるということについ

ても、こちらはＬＩＮＥであるとかＳＮＳ、ホー

ムページ、そういったところで周知してまいりた

いと考えてございます。 

○杉本ゆう委員 分かりました。 

  基本的にみんなが空き状況をチェックしてきて

くれれば問題はないと思うのですけれども、これ、

ごめんなさい、省エネの直接的な話じゃなくて申

し訳ないけれども、これはここに入るための足立

区のこれを利用する場合は、例えば国道の方から

左側車線でそのまま入るのが一番合理的だと思う

のですけれども、その入り方のルートの周知もし

なきゃいけないと思うし、今、言ったようにちゃ

んと空きをチェックしてくれればいいのですけれ

ども、そういうじゃない、いきなりプラッとやっ

てくる人がいたときに、一応最長３０分待たなき

ゃいけないときに、これ路上で持たれちゃうと、

あそこすごい大混乱なると思うのです。なので、

どうせ待ち時間があるのだから、いる場合はそこ

に止まらないで、グルッと区役所の周りを周回し

てもらって、この手前の南側駐車場に例えば待機

場所みたいなのを造れないものなのかというのを

思ったのですけれども、そこら辺どうですか。 

○環境政策課長 南側駐車場については、その待機

場所、そもそもこちらも検討の候補ではあったの

ですが、様々な災害の備蓄であるとか、車両の出

入りが大きいというところで、こちらも難しかっ

たというところがございますので、なかなか待機

場所も難しいとは思いますので、杉本委員御指摘

の安全確保については十分大きな課題だというふ

うに思いますので、警察の方に相談しながら考え

てまいりたいと考えてございます。 

○杉本ゆう委員 もちろん、ここに恒常的に車が止

まっているということではなくて、今、言ったよ

うに多分偶発的にバッティングしたときに、それ

で路上にいられると本当にあそこ一瞬で動けなく

なって、片方止まっちゃっていると、何ていうの

だろう、１回の青信号で片側車線の車が止まって

ないほうだって、それをずっと待っていると信号

が何回掛かるのだと、結構あそこでいつもいらい

らするのです。だから、万が一のための避難場所、

１台でいいと思うのです。いたら、１台待ってい

たら、その次も１時間後になっちゃうわけですか

ら、ちょっとどこか行っていてくださいねという

話になると思うので、そういった意味での避難場

所は検討しないと、状況を見てからでいいとは思

うのですけれども、今、聞いていて想定されるの

かなと思ったので、それは一つ言わせていただき

ました。そこは要望で大丈夫です。 

  次なのですけれども、省エネ対策の工場設備更

新補助金の★★、今、野沢委員から出た２万円の

話ですけれども、２万円でほぼ全額補助できると

いう、さっきの話だというふうに理解したのです

けれども、そういう理解でまず大丈夫ですか。 

○ごみ減量推進課長 杉本委員御指摘のとおりでご

ざいます。 

○たがた直昭委員長 すみません、挙手をお願いし

ます。 

○ごみ減量推進課長 申し訳ございません。御指摘

のとおりでございます。 

○杉本ゆう委員 すみません、気付きませんでした。 

  それはそれでいいのですけれども、下のところ
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を見てみると、この省エネ診断の補助申請と、実

際の本申請、実際の補助金そのものの申請は別に

行うということなのですけれども、基本的にこれ

は何というのだろう、診断する人、診断だけしよ

うなんて思う人はいないと思うのですけれども、

基本的に本気で、本気でという言い方は★★です

が、本気で補助金が欲しいと思ってやる人たちが

基本的には申請してくると思うのですが、それこ

そ年間何百件人も来るものじゃないわけですから、

これ一緒に一括でやってあげると向こうの利用す

る人にとってもメリットが大きいのではないかな

と思うのですけれども、そこら辺どうなのですか。

手続上、何か逆に分けたほうが合理的なのかとい

う、それを教えていただきたいのですけれども。 

○ごみ減量推進課長 この省エネ診断の申請自体は、

３月の１５日までぎりぎりまで認めるといいます

か、できるようにしております。ただ、杉本委員

御指摘のとおり、一番最初にまずは御相談いただ

く中で年度のスケジュールですとか確認するので

すけれども、その中で一緒にやるということであ

れば、もちろん一緒に対応することも可能ですし、

ただそれとは別に独立してというような形になっ

た場合にも対応可能なような設計として判断する、

別々といいますか、という道をここではスキーム

させていただきました。 

○杉本ゆう委員 分かりました。 

  その点、関連してもう１点だけ。もともとの事

業概要のところが省エネルギー率１０％以上、こ

ういうのをどんどん増やしていこうというコンセ

プトの補助金なのは理解しているのですけれども、

この省エネ診断の方の主な状況、ごめんなさい、

自分が専門家じゃないので、そこら辺初歩的な質

問で申し訳ないのですけれども、事前相談で区に

説明した更新機器のＣＯ２削減効果が記載されて

いることで、括弧の中に効果が１０％以上である

かは不問と書いてあるのですけれども、これはど

ういう意味、１０％以上のものを導入、どんどん

増やしていきましょうというコンセプトの補助金

だと理解していたのですけれども、事前診断の段

階で、それが特に不問というのはどういった意味

なのでしょうか。 

○生活環境保全課長 仮に、省エネ診断をやった結

果、１０％に満たなくて、要件として申請まで進

めないといった場合に、それを認めないというこ

とになりますと、ちょっと申請のハードルが下が

るといいますか、そういう思いに対するハードル

が下がってしまいますので、仮に駄目であっても

省エネ診断の方の補助は認めていきますよという、

そういう設計にしたものでございます。 

○たがた直昭委員長 よろしいですか。 

  それでは他に質疑なしと認めます。 

  各会派の意見をお願いいたします 

○くぼた美幸委員 継続でお願いいたします。 

○工藤てつや委員 継続で。 

○小林ともよ委員 環境に関心のある区民と力を合

わせて、環境対策、もっと強化してＣＯ２排出削減

目標は高く掲げて取り組むべきだと思いますので、

採択でお願いします。 

○川村みこと委員 継続でお願いします。 

○野沢てつや委員 継続でお願いします。 

○たがた直昭委員長 それでは、採決をいたします。 

  本件は、継続審査とすることに賛成の方の挙手

を求めます。 

［賛成者挙手］ 

○たがた直昭委員長 挙手多数であります。よって、

継続審査と決定をいたしました。 

 

           ◇            

 

○たがた直昭委員長 次に、所管事務の調査を議題
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１４ 

といたします。 

  （１）二酸化炭素排出実質ゼロに関する調査に

ついてを単独議題といたします。 

  先ほど陳情の審査で質疑を行いましたが、本件

について他に御意見等ございますか。 

［「なし」と呼ぶ者あり］ 

○たがた直昭委員長 なしと認めます。 

 

           ◇            

 

○たがた直昭委員長 続いて、報告事項の方に移ら

せていただきます。 

  報告事項（１）から（１０）、以上１０件を産

業経済部長、また、（１１）に関しては、勤労福

祉サービスセンター事務局長、（１２）シルバー

人材センター事務局長、（１３）観光交流協会事

務局長より報告をお願いします。また、（１５）

と（２４）の以上２件は、環境部長よりそれぞれ

報告をお願いいたします。 

○産業経済部長 それでは、産業環境委員会報告資

料、産業経済部の２ページをお開きください。 

  「東京芸術センターホール施設の利用に関わる

契約書」及び「東京芸術センター建物賃貸借契約

書」の方針に関する覚書（案）の合意についてで

ございます。 

  これら二つの契約につきましては、令和８年３

月３１日が期限となっておりますが、その１年前

までに契約の更新をするかどうかというふうなと

ころを合意をするような取決めになっております。

そのため、この３月中に、この点に関して先方と

覚書を取り交わすものでございます。 

  契約の内容でございますけれども、全契約を当

面の間、維持する形での契約更新といたします。 

  その理由につきましては、下に書いております

けれども、現在、綜合商事株式会社が芸術センタ

ーを占有する村井敬合同設計との間で建物明渡し

請求をやっており、その建物の実情がまだ把握し

切れないからというふうなところになります。 

  覚書（案）の内容でございますが、イの方にご

ざいます。 

  まず一つは、ただいま申し上げたように、現在

契約に関して協議することが困難な状況をお互い

に確認すること、それから当面の間、本契約と同

様の条件で契約すること、その後、契約内容の見

直しを求めていくことというふうなところになっ

ております。 

  覚書の案につきましては、３ページの方に記載

のとおりでございますが、こちらにつきまして、

３月３１日までに締結する予定でございます。 

  なお、５ページ以降につきましては、施設の利

用に関わる契約と賃貸借に関する契約書、それの

原本の方を添付してございます。 

  続きまして、２０ページをお開きください。 

  事業承継促進支援助成金実施（案）についてで

ございます。 

  こちら、事業承継につきましては、なかなか後

継ぎが見付からないというふうなところで問題に

なりつつあるところでございます。また、事業承

継については、その内容から、なかなか外部に経

営者の方が相談しづらいというふうなところがあ

りまして、その掘り起こしをすることが急務にな

っております。 

  この度、区役所という公的機関が、そのような

補助金をつくること、そういったことによって相

談をしやすくするために、こちらの補助金を創設

をしようというふうに至った次第です。 

  補助金の内容については、２の概要にございま

すけれども、親族間承継、社内承継を対象とし、

Ｍ＆Ａについては対象外といたします。 

  助成金額につきましては、下の表に記載のとお



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

１５ 

りでございます。 

  今後の方針でございますけれども、２１ページ

の方にあります区の様々な媒体を使って広報を周

知していくとともに、区内企業７，０００社へダ

イレクトメールを送付いたします。 

  また、マッチングクリエーターがこのような補

助金があるというふうなことを周知するとともに、

区内金融機関等にも呼び掛けをするようにという

ふうなところでお願いをしていく予定でございま

す。 

  続きまして、２２ページをお開きください。 

  足立区起業家支援塾委託のプロポーザルの事業

者の特定結果でございます。 

  こちらの事業につきましては、３番にあります

３事業者から申込みがございましたが、最終的に

プレゼンの方を１者辞退したということで、２者

を最終審査をいたしました。結果として、エキス

パート・リンク株式会社、こちらの方を特定いた

しました。 

  ６番、提案価格ですが、７７９万円余になりま

す。 

  評価のポイントございますが、豊富な実績があ

って、創業期の事業者が持つ不安や課題に対して

適切にサポートできるということ、それから２３

ページの上にありますが、講座受講者同士のネッ

トワーク、それの構築に関して横のネットワーク

だけじゃなくて縦のネットワーク、こちらの方も

十分できるというところが評価をされたところで

ございます。 

  特定までの経緯、委員構成については、下に記

載のとおりです。 

  なお、２４ページ、２５ページの方には、一次

審査、二次審査の採点が記載の方をさせていただ

いております。 

  続きまして、２６ページ、区内中小企業人材採

用支援助成金の受付状況でございます。 

  こちらについては、１月末で申込みの方を締め

切ったところですが、２番のグラフにありますと

おり、最終的な申込み件数、動画セミナーについ

ては、このグラフの右上の四角で囲ったところに

ありますが、３２８件です。そのうち最終的に交

付申請を行われた方が２６４というふうな形にな

りました。最終的な交付決定の金額につきまして

は、７，５００万円余というふうな数字になって

おります。 

  ２７ページの方をお開きください。 

  （２）として、動画セミナーを申し込んだにも

かかわらず、最終的に助成金を申請しなかった方、

こちらの方の分析でございますが、求人広告につ

きましては、こちらの申請をする前に掲載してい

たほかの広告で人が確保できたとか、あと求人広

告を出そうと思ったけれども、実際係る費用が相

手方と折り合わなかった、そういったところが原

因として考えられるのではないかと。また、人材

紹介につきましては、人材の確保、最終的にでき

なかったので申請に至らなかったというケース、

そういったものもあったというふうに聞いており

ます。 

  ３番の方には、業種別の申請実績件数というこ

とで、求人広告については、飲食、こちらの関係

が非常に多かったということです。 

  次のページには、人材紹介の採用実績がありま

す。介護、サービス業、こちらの方が実績として

多かったというふうな形になります。 

  次に４番、人材採用・定着にかかるアンケート

ですが、１０月から１月まで実施して、採用の実

績があった３４件中２４件については、全員就労

が継続中というふうな形になっております。 

  ２９ページ、次年度の方針でございますけれど

も、５の（２）にあります、人材紹介に関しては
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平均で１２０万円程度掛かるというふうなところ

です。そちらにつきましては、補助金の上限額を

６０万円に引き上げて人材確保に努力されている

企業の方々を支援してまいりたいと考えておりま

す。 

  続きまして、３０ページになります。 

  中小企業人材育成資格取得研修補助金の方でご

ざいます。 

  こちらにつきましては、補助の内容を拡充いた

しまして、新規事業、事業拡大のリスキリング経

費も対象とすることにいたします。 

  また、高額な研修等を受けられる方もいるとい

うことで、上限金額を２５万円というふうにいた

しまして、補助の方をしてまいります。 

  続きまして、３１ページになります。 

  消費喚起策の進捗状況でございます。 

  キャッシュレス決済還元事業につきましては、

最終的に１０．６３億円の還元となりました。こ

ちらの方なのですけれども、３１ページの表の右

下にありますが、区民と区外の方の割合、去年は

６対４だったのですけれども、今年は４対６とい

うことで、非常に区外の方が多かったというふう

に結果としてなっております。 

  ３２ページ、３３ページにつきましては、Ｐａ

ｙＰａｙによるアンケート結果、そして３４ペー

ジから４０ページにつきましては、区内商店街振

興組合連合会へのアンケート結果を記載しており

ます。 

  また、４１ページの方、第４回レシートｄｅ商

品券事業につきましては、株式会社エイチ・アイ・

エスの方が落札をいたしまして、５月２７日から

７月１６日まで実施ということで準備を進めてお

ります。 

  続きまして、４２ページ、小規模事業者等経営

改善補助金の申請状況でございます。 

  ４２ページの２の表にありますとおり、最終的

に申請の件数が４１８件となりました。 

  ４３ページの右上の表にありますが、２月１４

日現在の数字で恐縮ですが、３億３，２００万円

の申請額になっております。こちらの方は、現在

も増えている状況でございます。 

  ４番、相談・申請の辞退ということですけれど

も、５１件ありまして、対象経費の購入が期間外

というふうなところですとか、あとそもそも交付

要件の対象外であったというふうなところで辞退

をされていた方々がいらっしゃるということでご

ざいます。 

  続きまして、４５ページ、足立区運輸事業者エ

ネルギー価格高騰支援金の方でございます。 

  こちらの国の方のエネルギー補助金が、ガソリ

ン価格等が高騰している、それを受けまして新設

するものでございます。 

  昨年、令和５年度につきましては、１台当たり

で支給をしてまいりましたが、令和７年度につき

ましては１事業所当たり５万円から４０万円で支

援の方をしてまいりたいというふうに考えており

ます。１年分を対象として、予算総額につきまし

ては２億４，０００万円余というふうな形になり

ます。 

  こちらにつきましては、様々な区内の運営事業

者の団体にしっかり周知をして、申請の方に結び

付けたいというふうに考えております。 

  ４８ページ、ベルモント市への学生使節団の派

遣でございます。 

  派遣の日程、学生人数は記載のとおりです。 

  ２番にありますが、３月２５日から募集を始め

まして、４月の１６日が締切りです。こちら、あ

だち広報ですとかＣ４ｔｈ、そちらにつきまして

活用して、しっかりと周知の方をしてまいります。 

  最後になります。 
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  ５０ページ、「第４７回足立の花火」の開催の

日程でございます。 

  ２番にありますが、３月下旬からポスターでの

ＰＲ等を開始いたします。また、この間、交通関

係者等と警備等に関する打合せをしっかり行って

進めてまいります。 

  私の方からは、以上でございます。 

○勤労福祉サービスセンター事務局長 私の方から

皆さんの御手元の事業概要・収支予算説明書に基

づいて説明させてください。 

  ２ページをお開けください。２ページの４番で

す。 

  会員数の方なのですが、一番下の令和６年１２

月３１日現在で１万３６１名の会員数があります。 

  ３ページの方で、決算余剰金、現在１，４００

万円ほどありまして、その執行状況につきまして

は、４ページが今年度の執行状況でございます。 

  ５ページにつきましては、来年度、１から８番

のこういったメニューで、余剰金を消化したいと

いうふうに考えております。 

  ６ページから１４ページにつきましては、新年

度の主な事業内容は書いてありますので、後ほど

御覧いただければありがたいと思います。 

  続きまして、１７ページでございます。 

  区からの補助金の方なのですが、１６番、新年

度につきましては、約４，６００万円弱ほど区か

らの補助金を予定しております。 

  最後に、２３ページをお開けください。 

  正味財産の期末残高でございます。 

  前年に比べて約６７０万円、先ほどの余剰金の

４００万円を足していますので、これを来年度マ

イナス、で、この分につきましては、ときめきの

広告料が順調であれば、その分の方で補塡したい

と考えております。 

  以上でございます。 

○足立区シルバー人材センター事務局長 私からは、

令和７年度足立区シルバー人材センター事業概

要・収支予算説明書について、簡単に説明させて

いただきます。 

  資料の３ページをまずお開きください。 

  ４番の会員数の推移でありますが、今年度につ

きましては、数年ぶりに増加が見込まれまして、

約９０名ほどの増加が見込まれています。ただし、

平均年齢については年々上がっておりまして、今

年度７７歳を超える見込みでございます。 

  続きまして、８ページをお開きください。 

  令和７年度の主な公益目的事業等の詳細につい

てですが、（４）熱中症予防対策、こちらにつき

ましては、令和７年度、新規に行うものでありま

して、主に屋外で作業する会員、公園の清掃であ

るとか広報の配布などを行う会員約１，２００名

を対象に、高機能な冷感インナーと冷感キャッッ

プを貸与する予定で進めております。 

  続きまして、１０ページをお開きください。 

  収支予算の（１）経常収益でありますが、その

科目の一番上、受託事業収益のうち、受取配分金

につきましては、来年度、１億２，０００万円弱

の増加を見込んでおります。これに伴いまして、

平均的な配分金も上昇する見込みでございます。 

  続きまして、隣、１１ページ、経常収益の方の

中段よりやや下、受取連合交付金、こちらの方で

すが、今年度女性会員の比率が一定割合を超えた

ということで、来年度、１０万円増える予定でご

ざいます。 

  私の方からは、簡単ですが以上になります。 

○観光交流協会事務局長 続きまして、私からは、

一般財団法人足立区観光交流協会令和７年度事業

計画書で御説明をさせていただきます。 

  ページをおめくりいただきまして、１ページ目、

項番２番になります。 
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  観光交流協会の事業計画につきましては、観光

事業を５事業、ＰＲ事業を８事業、交流事業を２

事業で実施をしてまいります。 

  ２ページ目になります。 

  予算編成方針でございます。 

  こちら、令和７年度予算額につきましては、７

億２，０００万円余で計上させていただいている

ところでございます。 

  続きまして、３ページ、観光事業でございます。 

  こちら五大イベントと呼ばれています足立の花

火ほか観光交流協会イベント実施のところでござ

いますけれども、足立の花火につきましては、本

年５月３１日開催ということで、予算額について、

３億７，０００万円余を計上させていただいてお

ります。前年度比１億円の増になっておりますけ

れども、こちら大きな増要因としましては、警備

員の配置増、また、資材高騰、人件費高騰が影響

しているところでございます。また、しょうぶま

つりにつきましては、足立の花火と開催時期が近

いということから、主な増減理由にございますよ

うに、運営を外部委託化しまして実施の方をして

まいりたいというふうに考えております。そうい

った事業につきましては、御覧ください。 

  続きまして、ページが飛びまして、７ページ目

になります。 

  観光マップ等の作成配布ということで、今年度、

千住宿開宿４００年を迎えるということから、主

な増減理由（３）のところにありますように、千

住宿開宿４００年の記念冊子の方を作成をする方

向で、今、検討しているところでございます。 

  ページおめくりいただきまして、８ページ目、

地域活性化支援ということで、こちらにつきまし

ても千住宿４００年記念の補助金の増、また、現

在プロポーザルを実施しているところですけれど

も、千住地域魅力体感企画開発・運営及びＰＲ業

務委託ということで実施をしてまいる予定でおり

ます。 

  以上になります。 

○環境部長 それでは、恐れ入ります、御手元の環

境部の方の報告資料の３ページを御覧いただきた

いと存じます。 

  こちら気候変動適応対策として実施をいたして

おりますエアコン購入費補助の令和７年度の取組

について、大きく２点御報告をさせていただくも

のでございます。 

  まず一つ目が、訪問調査に要する日数の短縮で

ございます。 

  これまで１０営業日ほど掛かっておりましたと

ころをシルバー人材センターの御協力もいただき

まして、訪問調査員の人員を増員することで、来

年度は５営業日程度に短縮できる予定でございま

す。 

  もう一つが、精神障がいをお持ちの方の要件の

緩和でございます。 

  これまでは、精神障害者保健福祉手帳をお持ち

の方のみとしてございましたが、来年度からは、

これに加えまして、自立支援医療受給者証をお持

ちの方も対象としていくということで考えている

ところでございます。 

  お手数です、１６ページまでページを進めてい

ただければと存じます。 

  こちらは、不法投棄通報協力員の活性化に関す

る御報告になります。 

  これまで、私ども、通報協力員の数を増やすと

いうことに力点を置いてございまして、新規登録

をいただいた際に啓発品をプレゼントしてきたと

いう経緯がございますけれども、これでは通報数

を増やすというインセンティブとしては機能しな

いということでございました。 

  そこで、資料項番２の表のように、新たな取組
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といたしまして、通報を１回目、１０回目、２０

回目の節目で啓発品をプレゼントしていくという

ことで、通報のインセンティブにしてまいりたい

と考えているところでございます。 

  その他、従来のゴールド会員制度ですとか、あ

るいはビューティフル・パートナー感謝状、これ

は継続をしてまいります。 

  こうした件につきまして、通報協力員マガジン

等を通じて、協力員の皆様にお知らせしてまいり

ます。 

  説明は以上でございます。 

○たがた直昭委員長 ありがとうございました。 

  御承知のとおり、報告事項がかなりありますの

で、皆さんなるべく簡明な御協力をよろしくお願

いしたいと思います。 

  それでは、質疑に移りたいと思います。 

○くぼた美幸委員 委員長の御指導どおり簡明に行

きたいと思うのですけれども、答弁によっては長

くなっちゃうかもしれませんので、よろしくお願

いします。 

  まず環境部、エアコンの訪問調査日が短くしま

したという報告なのだろうというふうに思うので

すけれども、これシルバーさんにお願いをすると

いうのですが、何か訪問調査員の資格とかって何

かあるのですか。 

○環境政策課長 特に、そこまで要件というものは

ございません。 

○くぼた美幸委員 だよね。要するに部屋に行って、

エアコンがないですねということを確認するだけ

だよね。 

○環境政策課長 エアコンがない、若しくは冷房機

能が動かないということを確認するという形にな

ります。 

○くぼた美幸委員 そうですか。すごく仰々しく書

いてあるのだけれども、要するに、見に行く人を

増員すると、本当に１０日間は長過ぎる、前にも

指摘をしましたけれども、それが５日になったか

らいいでしょうということでもないと思うのだよ

ね。土日祝日とかは、やっぱり難しいのですか。 

○環境政策課長 こちら、実際にシルバー人材セン

ターの方に行っていただいている日は土日もある

のですけれども、実際、申請者の方から区に申請

があって、そして事務局、そして会員というとこ

ろも含めると、土日営業日を除いてという形で原

則させていただいてございます。 

○くぼた美幸委員 これ以上言いませんけれども、

なるべく早く、前にも言いましたけれども、待っ

てらっしゃる方は本当にもう酷暑を超えています

から、今年も恐らくすさまじいだろうと言われて

いますので、是非お願いしたい。 

  それと、精神障がい者の要件緩和はよかったの

ですけれども、ここに補助対象見込み１０人とあ

るのだけれども、これどんな根拠で１０人なので

すか。 

○環境政策課長 こちら増える根拠といたしまして

は、精神障害者福祉手帳を取得されている方が、

実際このエアコンをどのぐらい申請されているか、

その同じ割合が今回この対象という形で割り返し

た数字という形になってございます。 

○くぼた美幸委員 見込みだから、どこに誰がいる

のかは分からない、今の段階では、そうですか。

あくまでも向こうから来なければ動けないのだろ

うと思うのだけれども、よくを言えば、営業を掛

けるぐらい、こっちからどうですかねというぐら

いのところで、とにかく恐らくこういう方々とい

うのは今までもし部屋にエアコンがなかった方々

だったとしたら、この事業を対象拡大しましたと

言ったとしても、恐らく御自分で申請というのは

なかなか難しい方じゃないかなと。だから保健セ

ンターとかいろいろな関係所管と連携を密にして、
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恐らくここにはないのだろうなということぐらい

をこっちで把握するぐらい、できれば営業を掛け

て、どうですかねと中に入って見渡すぐらいのこ

とをやって初めて付くのではないかなというふう

に思うのだけれども、その辺の決意はいかがです

か。 

○環境政策課長 今回のこの周知につきましては、

衛生部の所管の方に周知を掛けて、考えられる方、

保健師さんのその訪問の際には、考えられる方へ

の周知ということについてもお願いしてまいりた

いと考えてございます。 

○くぼた美幸委員 是非、待つという姿勢ではなく

て、こちらからやっぱり積極的に行っていただい

て、どこにいるのかぐらいのことは是非、そこに

声掛けをしていかないと恐らく待っているだけだ

と幾ら拡充しても来ないのではないかなという、

ちょっと危惧があるので、よろしくお願いしたい

と思いますので、よろしくお願いします。 

  産業経済部なのですが、東京芸術センターの件

です。 

  ずっと議論されてきて、もうこれ以上言うのも

あれなのですけれども、今回は本契約を結ぶため

の覚書ということでよろしいですか。 

○企業経営支援課長 くぼた委員おっしゃるとおり

令和８年４月１日からの契約更新に向けての覚書

となります 

○くぼた美幸委員 それで、ここの覚書というのが

現状維持と書いてあるのだけれども、現状維持だ

と今までと何も変わらないというふうにしか捉え

られないのだけれども、そういう捉え方ですか。 

○企業経営支援課長 現在の綜合商事側が運営の内

部に入れないので、契約更新に当たっては今の契

約を引き続き更新し、管理運営を取り戻せた後に

協議を行って、再度契約内容の方を協議していく

という内容のものになっております。 

○くぼた美幸委員 その答弁何回も聞いているのだ

けれども、相手が変わらないからこうですよとい

うのはよく分かるのですけれども、ずっと一貫し

て、細かい話だけれども区民の皆さんから要望が

あったことに関しては、ほぼほぼ取り入れてくれ

なかったというのは私の実感なのです。だから、

それで現状維持します、覚書、変わらなければし

ようがないでしょうじゃあ、なかなか納得できな

いのだよね。何ができるのかということをこの１

年間一つ一つ段取りを踏んで解決していかないと、

もうこれ以上は我慢できないですよね。産業経済

部長どうですか。 

○産業経済部長 くぼた委員のおっしゃることごも

っともでございます。これまで様々な要望をして

きても聞き入れてくれなかったというのが以前の

会社、村井敬合同設計の方になります。 

  今後は、綜合商事の方と定例的に打合せもいた

してまいりますので、その中でしっかり区の要望

を伝えまして、向こうの方にも、にぎわいの施設

になるような運営の方向性、そういったものをし

っかりと理解していただくようにしてまいります。 

○くぼた美幸委員 本当に、要するに庁舎跡地で大

事な建物なのです。相当お金も掛けているし、区

民の皆さんも相当期待しているし、それがずっと

もう長い間、本当にあれじゃあ、あんまり言っち

ゃいけないけれども、経営者としてどうなのかと

いう、本当に区民の皆さんの御希望に沿う形で、

千住は今年４００年になるわけだから、その中心

拠点になるぐらいの方が僕はいいと思うのだけれ

ども、なかなかこちら側の言うことを聞いてくれ

という内容が続いているので、是非この１年間を

超えれば締結しなくては、やらないといけないわ

けだから、この１年間が勝負だと思いますので、

しっかりと取り組んでいただきたいということを

再度、もっとか、再再度くらいかな、もっとかも
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しれない、要望しておきたいと思いますので、よ

ろしくお願いします。 

  ４番の区内中小企業の助成金の受付状況である

とか、それから５番の補助内容に関しては、拡充

という方向なので、期待をしますので、よろしく

お願いします。 

  それで、３１ページの消費喚起策、予算・決算

特別委員会でも様々な委員から、また、これに関

しては、私もこの委員会でも何度か取り上げさせ

ていただきましたけれども、いわゆるキャッシュ

レス決済還元事業、この３１ページを見ると、経

済波及効果は令和５年が８０億円もある。令和６

年度はもう１００億円を超えた。これだけの経済

波及効果があったということに関しては、区との

政策として、施策として私は一歩踏み込んでよか

ったなというふうに思っているのですけれども、

産業経済部的にはその辺はいかがですか。 

○産業振興課長 経済波及効果としては、非常に大

きいものがあったと考えてございます。 

○くぼた美幸委員 その下に書いてある区民の４、

６というのは後でやりますけれども、経済波及効

果に関しては当然区も認めているし、それだけの

１００億円を超える、恐らく今までの産業経済部

の政策の中で、これだけのものというのは相当い

い内容だったなというふうに思っているし、要は

地元を回っていても、高齢者の方々もＰａｙＰａ

ｙ、ＰａｙＰａｙとどんどん鳴らしていたわけ、

地元のスーパーで、ＰａｙＰａｙ、ＰａｙＰａｙ

なんていって、本当に皆さん喜んでいた。しかも、

今回はたまたまかもしれないけれども、東京都が

１０％★★、足立区も２０％★★、３０％って、

なかなかないです今この物価高で、私はこれ本当

によかったし、いい事業だというふうに思ってお

ります。 

  例えば３２ページ、成果分析だって、これすご

い伸び率です、２３２％。 

  で、３５ページか、キャンペーン期間中の売上

げ、これも令和６年度は大きく増えたというのは

若干減っているかもしれませんけれども、大きく

増えた、少し増えたというのが５５％以上あるわ

け。これ事業者側の意見です。だから事業者とし

ては非常にいい内容だったなという意見をお持ち

のわけ。事業者というのは、区内事業者のことで

すよね。ちょっと確認しますけれども。 

○産業振興課長 こちらアンケートは、商連に加盟

の店舗へのアンケートですので、区内事業者にな

ります。 

○くぼた美幸委員 区内の事業者がこれだけ喜んで

いる。区内の事業者が本当に喜んでくれた。 

  例えば３６ページ、来店客数、これも大きく伸

びている、大きく増えた、少し増えたのを足せば

５０％以上、若干、令和６年減っているかもしれ

ないけれども、でも、５年、６年通して、しかも

経済波及効果はあれだけあるにもかかわらず、何

でやめるのですか。 

○産業振興課長 経済波及効果が多く、皆様に大き

く受け入れていただいて非常にありがたかったと

思っておりますが、一方でやはり、先ほど少しく

ぼた委員も触れられていましたけれども、区外の

利用者が結果的に６割になってしまったというと

ころ、当初４割程度かと思っておりましたが、６

割まで伸びてしまったということでは、ポイント

に付与した金額が１０億円程度ですので、６億円

程度の金額が区外利用の方に流れたということに

推定されます。 

  そう考えますと、初回は区の方に来ていただい

ても、２回目区の方でお買物をしていただけるか、

かなり遠くの方からいらした方もいらっしゃった

ようですので、区内経済のより更なる活性化とい

う点では、少し残念な点があったのではないかと
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考えてございます。 

○くぼた美幸委員 そこは私も分かるのです。分か

るのですけれども、でもさっき言ったとおり、こ

の事業を展開した店舗は本当に喜んでいる。区内

店舗、区内の事業所です。その人たちが、事業者

として商店街の人たちとして非常に喜んでいる。

その人たちの声というのをもっと丁寧に聞くべき

じゃないか。 

 で、区内区外の話をすれば、例えば板橋区でやっ

ていたら、板橋区だって同じことを言うでしょう。

墨田区でやっていたら、墨田区だって同じことを

言います。足立区でやっていたのなら、足立区だ

って同じことを言う。こんなもの循環しているの

だから経済なのか、区内区外なんていう利用者の

ことだけを見て、これやめますというのは、論が

立ち過ぎている。あまりにもロジックが飛躍して

いるというふうにしか私には感じ取れないのです

けれども、産業経済部長いかがですか。 

○産業経済部長 区内と区外の割合、昨年度は６対

４だったのですけれども、今年度は４対６になり

ました。この４対６になった原因というのが、や

はり周辺区でキャッシュレスキャンペーンに取り

組む自治体が減ってきているというのが理由だと

思います。その分ほかの自治体から足立区の方に

流れ出てくると。くぼた委員、今、お互い様、経

済は回っているというふうなお話がありましたけ

れども、キャッシュレスキャンペーンをやってい

る自治体が１か所だけだと、回るのではなくて、

足立区の方にだけ集中的にやってきてしまって、

ポイントが区外の方に出ていってしまうという、

その流れというのですか、一方通行的な流れにな

ってしまうので、そこは、できれば避けたいなと

いうのが我々の考えでございます。ＰａｙＰａｙ

商品券というふうな事業がありますので、そうい

ったものでできるだけ区民の方に還元をしたいと

いうふうなところで、来年度は少し事業のやり方

を変えていきたいということでございます。 

○くぼた美幸委 その辺の話を区民の皆さんにアン

ケートでも聞いたのですか。区民の声というのは

どれほど聞いたのですか。更に言えば、この委員

会ほど区民の声が届いている委員会はないと思う

のですけれども、このオフィシャルな場所で、私、

何回か言いましたよね。これはいい事業なのだか

ら継続するべきだというふうに言っているにもか

かわらず、決定ありきのような気がしてならない

のだ。花火の話じゃないけれども、何か既にもう

決まっているのだから、それに従えみたいな、議

会に対しても、もうこれは決まっているのだよと、

そういう言い方してないのですけれども、そんな

ふうにしかどうしても捉え切れない。 

  区民には聞いたのですか、このアンケートに対

して、要するにこの事業に対して区民の皆さんに

どうでしたかと、さっきのは事業者アンケートだ

よね、事業者の声だよね。区民で使った人たちの

声はどのぐらい聞いたの。 

○産業振興課長 オフィシャルなアンケートは、取

ってございません。 

○くぼた美幸委 区民の声を聞かずに、区外にお金

が回っちゃうだけだから、だからもうやめるよと、

要するに周りはやっていないから、うちだってや

めるのだという論なのだろうけれども、さんざん

言っているとおり、経済波及効果がこれだけあっ

て区民の皆さんが喜んでいる事業をなぜ執行部だ

けで決めちゃうのかなというのが、どうしても私

には分からない。ねえ、副区長。 

○副区長 ＰａｙＰａｙについては、ＰａｙＰａｙ

だけをやって、それから４社やって、それでほか

の会派の方からも、区外の人が使うのはどうかと

いうような御意見もいただきました。 

  私ども、今度は区内限定でということをやって
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みて、そのときまた改めて評価をして、元に戻す

のがいいのか、区内限定で引き続きやるのがいい

のか、それとも事業としてどうするのかというの

を改めて判断させていただきたいと考えています。

そういった意味で、令和７年については、区内限

定というようなことでお願いできればと思います。 

○くぼた美幸委 分かりましたけれども、ＰａｙＰ

ａｙ商品券なのですけれども、このＰａｙＰａｙ

商品券というのを、最初に私が言った地元のスー

パーで本当に高齢者の方々が喜んでＰａｙＰａｙ、

ＰａｙＰａｙと言っている人たちが買うためには、

まず何をすればいいんですか。ＰａｙＰａｙ商品

券は、どうやって買えばいいんですか、どこに行

けばいいのですか。 

○産業振興課長 ＰａｙＰａｙ商品券を買うには、

皆さん、もう御手元でアプリを導入されています

ので、そのアプリに本人確認のデータを入れてい

ただく必要がございます。例えばマイナンバーを

お持ちでしたら、スマホで読み込み機能があれば

マイナンバーを読み込む、若しくはその読み込み

機能がなければ写真撮影と暗証番号ですか、そこ

で登録していただくというような方法になってご

ざいます。買うにはどこに行くかというと、その

アプリの中で買えてしまいますので、どこかにお

出掛けになるということはございません。 

○くぼた美幸委 今みたいな話を、ただ区報で、こ

れを今度これにしますよと、ＰａｙＰａｙの何十

０％、１０％、２０％でもうやめて、こっちにし

ますよ、だから皆さん、こっち買ってくださいと

言うだけで、本当に先ほど言ったような方々が、

「はい、分かりました、じゃあＰａｙＰａｙでこ

うやってマイナンバーカードを入れて、このアプ

リを入れて、どうたらこうたらで買います」、な

かなか難しいと思う。 

○産業振興課長 方法が変わりますので、キャッシ

ュレスキャンペーンでも行っておりましたサポー

ト窓口、こちらは引き続き行いますし、早めの段

階で個人マイナンバーカード等持っていないとで

きない部分もございますので、早めにサポート窓

口を設置しまして、皆さんにお知らせをしていき

たいと思ってございます。 

○くぼた美幸委 一長一短あって、やっぱりこれを

バーンと、できる人がどんどん買っちゃう。後か

ら一生懸命習っている人がなかなかもう届かなく

なる、こういうことが一番悲しいわけです。だか

らそういうことを本当に多くの人に買っていただ

くということが、どういうふうにあればできるの

か、窓口を開くというのも当然だと思うけれども、

区役所に窓口があったってなかなか来られないで

す。やっぱり地域学習センターとか地域のところ

にないと、そういうところまで窓口をつくるので

すか。 

○産業振興課長 前回のキャッシュレスキャンペー

ンでも、地域学習センターでもサポート窓口を開

かせていただきました。同様に行う予定でござい

ます。 

○くぼた美幸委 是非よろしくお願いします。 

  最後に聞きますけれども、このＰａｙＰａｙ商

品券での経済波及効果は、どんくらい見込めてい

るのですか。 

○産業振興課長 経済波及効果ですが、発行総額４

８億円の見込みでございますので、効果は６９．

６億円の見込みとなってございます。 

  ちなみに、これ投入金額に対して８．７倍の状

況になりますが、令和４年、５年に行ったキャッ

シュレスキャンペーンが６．５倍ですので、それ

よりは上回るのではないかと考えてございます。 

○くぼた美幸委 でも、財政、ざっくり７０億円だ

ったら、さっき１００億円を超えていたのだよ、

最初のキャッシュレス還元事業。１００億円超え
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ないじゃない。 

○産業振興課長 １００億円は超えてございません

が、その前のキャッシュレスキャンペーンでは、

８０．９億円の経済波及効果がございまして、そ

のときが投資した金額に対して６．５倍、今回は

投資した金額に対して８．７倍の見込みですので、

１回前、令和５年に実施したものよりは、経済波

及効果が現れるのではないかと考えてございます。 

○くぼた美幸委 もうやめようと思ったのだけれど

も、要するに６．何倍、何とか何倍ということを

僕が言っているのではなくて、１００億円を超え

ているじゃない、さっきやった最初に令和６年、

これが見込みが７０億円だったら波及効果が３０

億円下がるじゃない、産業経済部長、どうなの。 

○産業経済部長 大変失礼いたしました。今回区外

利用の方がないというふうな見込みでもって全体

の金額を減らしておりました。その分経済波及効

果の方は少なくなっております。その点について

は、令和６年度よりは低いということでございま

す。 

○くぼた美幸委員 分かりました。 

  いいや、これ以上言ってもあれだから、いずれ

にしても、先ほど副区長が答弁したとおり、今ま

でやってきたものを今度方向転換するのであれば、

これは間違いなくやり方も難しいし、なかなか声

が届かないから、それに対してしっかり区が対応

すべきだということを要望したいのと、それから

同じぐらいの波及効果をやっぱり狙うぐらいでな

いと、区民の皆さんにとって、なぜ方向転換した

のですかという話にもなるから、区内が６だとか、

ああだとか、こうだとか、そんな全然区民の皆さ

んにはなかなか難しいのだよ、難し過ぎる。聞い

ていたって僕だって分からないのだから。だから

要するに僕が一番心配しているのは、何で今年１

回★★、ＰａｙＰａｙをやってくれないのってい

う声がちまたにどんどん出ることが嫌なの。だか

らそれからこっちに変わったのであれば、「分か

りました、じゃあ、これやりましょう」というふ

うに、どんどんＰａｙＰａｙを使い始めた方々が

喜んで区の政策に協力していただける、そんなよ

うな政策にしていただきたいということを要望し

て終わります。 

○工藤てつや委員 東京芸術センターの件でありま

すけれども、本当に私たちの声が全く届かない、

反映されないということです。本当に憤りしかな

いのですけれども、先ほど、くぼた委員の方から

私がお聞きしたいことを全て聞いていただいたの

で、時間の関係もあるので省略をさせていただき

たいと思いますが、是非これからの１年間、事業

者との協議、交渉をしっかりと行っていただきた

いと思いますし、にぎわいの創出はもとより、本

来の芸術センターとしての機能、役割、区民サー

ビス、こういったものを果たせるように、果たせ

るような施設にしていただきますように、本当に

心からお願い申し上げたいというふうに思います。 

  お話替わりますけれども、産経部の２６ページ

です。 

  区内中小企業人材採用支援助成金について伺い

たいと思います。本来であれば予算・決算特別委

員会の中で質疑を行いたかったのですけれども、

時間がなかったので、この場をお借りして幾つか

伺いたいと思うのですけれども、この施策につい

て、予算のあらましの方にも、来年度１億８，０

００万円余ということで、かなり拡充されるよう

な予定になっておりましたけれども、この予算の

拡充について、今後の方針の部分の２番にも記載

されておりましたけれども、この部分についての

要因、それから来年度の事業の計画というか詳細、

また費用対効果も含めて伺いたいと思うのですが、

いかがでしょうか。 
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○企業経営支援課長 本助成金の来年度の拡充の内

容についてなのですけれども、まずこの助成金、

求人広告掲載費用と人材紹介サービスを利用した

場合の成功報酬型の二つに分かれてきます。今年

度は全て上限額４０万円で実施をしていたのです

けれども、今年度の分析で人材紹介については、

平均経費が１２０万円掛かるというところが分か

りました。１２０万円に対して、これまで４０万

円の補助だったのですけれども、こちらを６０万

円、何とか半分は負担を助成したいという気持ち

がありまして、その点まず一つ拡充をさせていた

だいたというところと、全体の件数の方５５０件

に拡充をさせていただいて、令和７年度の予算額

となっております。 

  また、来年のこちらの助成の内容なのですけれ

ども、基本的には先ほど申し上げた求人広告経費

と人材紹介、こちらの二つ大きく進めていきたい

というふうに思っています。 

  また、費用対効果なのですけれども、人材紹介

については先ほど申し上げた半分、６０万円に拡

充することで、こちらの人材紹介、確実に採用で

きた場合のみに支出を行うものですので、そうい

った意味で費用対効果が高くなるものと認識して

おります。 

○工藤てつや委員 企業経営支援課長、詳しくあり

がとうございます。区にとっても１億８，０００

万円余ということで、これは本当に人材確保のた

めの目玉的な経済政策になろうかと思いますので、

是非来年度も効果的な取組をお願いしたいという

ふうに思います。 

  この施策については、この委員会でも、私、取

上げて幾つか今までも質問させていただいており

ましたけれども、やはりどれだけ採用人数を増や

せるかということと、会社に入社されてから離職

されることなく継続的に定着して仕事に従事して

いけるかというところだと考えています。 

  ちなみに、今年度、もう残り僅かでありますけ

れども、今年度はどの程度の採用率になると見込

んでいるのか、来年度目指している目標値も含め

て伺いたいと思いますが、いかがでしょうか。 

○企業経営支援課長 採用率が１００％となります

人材紹介を除きますと、２月末時点で５４％の採

用率となっております。３月以降実績報告の件数

は約１００件ほど出てくるというところがありま

すので、このペースで見込みますと今年度は５

０％台という形で考えております。 

  来年度についてなのですけれども、現状の数値

を踏まえまして、既に高水準とはなっております

けれども、来年度採用率６００％を目指していき

たいというふうに考えております。 

○工藤てつや委員 今年度は、２月末でしょうか、

で、５０％ですか。それで来年度は６０％を目指

していきたいということで、今年度初めての施策

にもかかわらず、５０％を踏み込んでいるという

のは、私も高く評価をさせていただいているとこ

ろであります。この制度を活用することによって、

人手不足の解消ですとか、人材確保につながれば

なというふうに思っているのですけれども、実際

に利用した中小企業事業者の皆さんからは、どう

いった声が上がっているのかというのと、それか

らマッチングクリエーターも活用しているかと思

いますが、どういった形でこれは活用しているの

か伺いたいと思います。いかがでしょうか。 

○企業経営支援課長 利用企業からの声ですけれど

も、やはり中小企業にとってこの人材確保のため

に割く経費というのは非常に重いものということ

で、是非継続をしてほしいという意見の方を多数

いただいております。 

  また、マッチングクリエーターについてですけ

れども、ほかの補助金、助成金の活用なども含め、
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訪問先企業の方で周知をしていただいているとこ

ろでございます。 

○工藤てつや委員 事業者の方々からも期待を寄せ

られている施策だというふうに思いますし、是非

引き続き、マッチングクリエーターの方々も有効

に使って頑張っていただきたいなというふうに思

います。 

  それから、２８ページの４番の部分、人材採用

定着に係るアンケートというところで、ここの部

分についてなのですけれども、きちんと採用後の

定着度については、こういったアンケートを実施

してしっかりと区として把握しなくてはならない

というように思っているのですけれども、若干ア

ンケートの回収率があまりよくないと、悪いとい

うようなお話もちょっと聞いているのですけれど

も、ここの部分については改善の余地があるので

はないかと思うのですが、来年度以降、もし何か

考えていることがあれば伺いたいと思います。い

かがでしょうか。 

○企業経営支援課長 工藤委員おっしゃいますよう

に、このアンケートの回収率が、今、７割弱とな

っているところ、こちらについては私としても課

題というふうに認識をしております。令和７年度

に向けてなのですけれども、より定着度の把握の

方をしっかりするために、まず、今、３か月後に

やっているところを６か月後に実施をしていく、

そして回収率をどう高めていくかというところに

ついては、要綱の方を改正しまして、最初からス

キームにそういった実績の報告という位置付けで

報告の方、そちらの方を提出をしてもらうような

形、形式の方に変更する予定で考えております。 

○工藤てつや委員 要綱の改正というのは、令和７

年度からということでよろしいですか。 

○企業経営支援課長 工藤委員おっしゃるとおり、

令和７年度の実施に向けて進めております。 

○工藤てつや委員 ありがとうございます。要綱の

改正のお話もありましたけれども、採用後の状況

についてもしっかりと区として把握できるような、

そういった体制で臨んでいただきたいというふう

に思います。 

  我が会派としても、昨年の７月に各種団体の皆

さんから、この施策については大変評価が高くて、

継続的に来年度以降も実施していただきたいとい

う、そういった御要望のお声も伺いました。是非、

今年度の検証結果に基づいて更にブラッシュアッ

プをして精度の高い施策にして前に進めていただ

きたいと思うのですが、岸柳企業経営支援課長の

意気込みも含めて伺いたいと思いますが、いかが

でしょうか。 

○企業経営支援課長 企業を動かして成長させるの

は、その会社で働く従業員、社員でございます。

その社員が不足しておりましては、その企業の成

長ということは見込めないものというふうに考え

ております。そのため、この助成金の方を通しま

して、区内中小企業の活性化と成長というところ

を人材確保の観点から図ってまいりたいと考えて

おります。 

○小林ともよ委員 私からも、東京芸術センターホ

ールの件に関してですけれども、今回は当面現状

維持ということになってしまいましたけれども、

決着がついた暁には、今の不平等契約と言われる

ような区民サービスに対する改善の受入れに応じ

ない場合は、契約の解除項目にするとか、あと誰

も利用していなくても年間２１９営業日に対して、

正に空気に１日に３４万円支払うと指摘されてき

たような契約、利用の在り方も見直していただき

たいと思いますが、いかがでしょうか。 

○企業経営支援課長 小林委員おっしゃったとおり、

そちらの課題の方は我々としても認識の方をして

おります。契約更新まで残り１年となりますけれ
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ども、まずは綜合商事側の方と、これまで出てき

た課題というところを引き続き共有をさせていた

だいて、運営を取り戻した後、どういった形で改

善できるのかというところは、具体的に今後も引

き続き詰めていきたいというふうに考えておりま

す。 

○小林ともよ委員 是非お願いいたします。 

  あと事業承継促進支援助成金、今回新設された

ということですけれども、これちょっと確認なの

ですけれども、既にもう親子で営業していて、親

から子へ３年以内に経営者が替わっていた場合で

も、これは利用できるということでよろしいでし

ょうか。 

○企業経営支援課長 既に事業承継を実施した後で

したら、３年を経過していなければ、対象となり

ます。 

○小林ともよ委員 これ、今回、事業承継促進支援

助成金ということで、これは経営改善補助金のよ

うな審査が必要になってくるのでしょうか。 

○企業経営支援課長 審査という点で言いますと、

あらかじめ事業承継計画書の方を作成していただ

きまして、マッチングクリエーターにその内容の

方を確認してもらうという流れがあります。 

○小林ともよ委員 今回、この対象が親族間の承継

とか社内承継に限るということなのですけれども、

こういった場合、事業承継したいとか、されても

いいと思うときというのは、経営状況は良好な状

態なのではないかなとも思うのです。促進支援金

なのですけれども、これは事業承継者というか、

当事者にきちんと聞き取りを行った上でこういっ

たことをしようと決定したのかどうか伺いたいで

す。 

○企業経営支援課長 マッチングクリエーターの方、

日々訪問の方をしておりまして、その中で事業承

継に関する相談もまだ少ないですけれども一部ご

ざいまして、その中でお話を聞いて、必要な経費

というところも精査の方をしまして、こちらの内

容という形で今回出させていただいております。 

○小林ともよ委員 例えば、長く事業を続けていら

して、家族で継いでくれる人がいない、でもいい

事業だから続けていきたいというような場合、例

えば古くなった設備を同じ程度の設備に買い換え

るとか、それでもこれは受けられるのですか。と

にかく改善というよりは、継続できるような内容

だったら受けられるということでいいのでしょう

か。 

○企業経営支援課長 小林委員おっしゃるとおり、

設備の買換えというところで、その能力にかかわ

らず、新しくするというところで使えるものでご

ざいます。 

  といいますのも、事業承継に悩む経営者、高齢

の場合が結構多いのですけれども、高齢になって

きますとなかなかその設備にお金を回しづらいと

いう面がありまして、必然的に設備も古い状態と

いう実態がございますので、そこを更新して後継

者の方を支えていきましょうという内容になって

おります。 

○小林ともよ委員 分かりました。ありがとうござ

います。 

  それと、区内中小企業人材採用支援助成金につ

いてですけれども、これ結果を見ると、人材採用、

人材紹介の方は介護事業者が結果的には多かった

と申請件数とも採用件数とも、我が党が何度も求

めていますけれども、改めてこの支援からなぜ法

人を外しているのか理由を確認したいと思います。 

○企業経営支援課長 まず、我々産業経済部としま

しては、中小企業基本法の位置付けというところ

でこれまでもお伝えをしてきましたけれども、区

内経済の活性化の観点というところで、営利企業

に対して、そういった活性化を目的に行うものと
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して実施をしているところでございます。 

○小林ともよ委員 今回、福祉部では介護・障がい

職員家賃支援事業で人材の確保を支援していくと

いうことになりました。でも、こちらは中小企業

や法人など区別せずに受けることができる支援事

業だということを私も確認しているのですけれど

も、千葉でも今回の予算委員会で物価エネルギー

高騰対策支援というのを千葉でやられているもの

を調べたところ、その中では介護、医療の法人、

ＮＰＯ団体、農家など、中小企業基本法にうたわ

れている中小業者に限らない方たちも幅広く対象

にしていました。 

  例えば、中小企業基本法から外れた対象事業者

を助成すると何か罰則があるとか、何かあるとい

うことで支援しないというふうに決定しているの

でしょうか。 

○副区長 この件について前々から御質問いただい

ていまして、産経部は産経部の考え方で中小企業

なのですけれども、それ以外に福祉とか衛生部と

も協議をして、今回高齢者施設については家賃を

補助することによって人材確保していこう、衛生

部の方ともお話をして今の状態になっています。

更に、また実態調査をして必要なものがあるのか

どうか、そこは再検討させていただいて、必要な

場合には区としても支援していく方向で考えたい

と思います。 

○小林ともよ委員 今回のこの申請件数を見ても、

必要とされているというのは明らかだと思うので

す。なので、是非前向きに検討していただければ

と思います。 

  あと、中小企業人材育成資格取得研修費補助金

についてですが、ここで言うスキルアップの中に

は、２種免許の取得なんかもスキルアップとして

みなされるのでしょうか。 

○企業経営支援課長 小林委員おっしゃるとおり、

大型免許の２種免許ですとか、そういったものも

含まれてきます。 

○小林ともよ委員 今、足立区の課題としては、公

共交通をどうやって充実させていくかという課題

もある中では、交通対策部とも協力して、この周

知の徹底をしていくべきだと思うのですけれども

いかがですか。 

○企業経営支援課長 私の方としましても、交通対

策の方で運転者が少ないというところを認知して

おりまして、交通対策の部署の方とも７年度、我々

のこの助成金の方を周知していただくというとこ

ろで協議の方を開始しているところでございます。 

○小林ともよ委員 是非よろしくお願いします。 

  あと、キャッシュレス関連事業に関してですが、

事業者の方から、手数料に関して負担になってき

ているという声も少なからずあります。 

  例えば、ＰａｙＰａｙですとどれぐらいの手数

料が掛かっているのでしょうか。 

○産業振興課長 各事業者が負担する換金手数料は

１．９％と認識してございます。 

○小林ともよ委員 １．９％というのは、売上げに

対しての１．９％ですか。 

○産業振興課長 そのように理解してございます。 

○小林ともよ委員 すると、今、消費税１０％でも

きついという中小業者の方、たくさんいらっしゃ

います。それに更に１．９％となると、手数料で

すけれども消費税のように掛かってくるという点

では、こういった負担の軽減もこれから検討して

いくべきだと思うのですが、いかがですか。 

○産業振興課長 そのような声があることは、認識

してございます。ただ、現状では、システム的に

できないというのが現状になっておりまして、今

後、新しい手法がいろいろ変化してございますの

で、我々もどのようにできるのかというのは検討

していきたいと思ってございます。 
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○小林ともよ委員 是非負担軽減をしていただきた

いと思います。 

  あと、運輸事業者エネルギー価格高騰対策支援

についてなのですけれども、これは区内の個人タ

クシーの方から、前回の支援を受けたとき、申請

から交付まで２か月掛かったと、もっと早く支給

してほしいという声が届いたのですけれども、な

ぜこれだけの日数が掛かったのか、理由を教えて

ください。 

○産業振興課長 ２か月掛かった方には、本当に申

し訳なく思ってございます。前回までの申請の方

法が、車の台数に応じての交付だったために、全

ての登録証等を審査している事業になってござい

ました。恐らくその台数が非常に多かったという

ことで、その方は１台だけだったかもしれません

けれども、総申請数の中で台数が多かったという

ところで、審査に時間が掛かっていたのではない

かと思われます。 

  今年度は、事業所ごとになりますので、とはい

っても２，０００件程度予定はしてございますが、

前回のやり方よりは少し早くなるのではないかと

見込んでございます。 

○小林ともよ委員 今年度から事業所得で判断する

ということで、これは確定申告の控えなどで確認

することになるのでしょうか。 

○産業振興課長 確定申告の控え等を提出していた

だくことになると思います。 

○小林ともよ委員 それで確認なのですけれども、

今年から１月から、税務署の対応では確定申告書

の控えに収受印を押さない対応しているというこ

とで、収受印がなくても支援を受けられるのでし

ょうか。 

○産業振興課長 国のデジタル化の推進の関係で、

収受印を押さなくなったということは認識してご

ざいます。現在、税務署の方では、紙の申請をし

た方に対してリーフレット１枚なのですけれども、

Ａ４の紙を渡しているということで、そこで申請

をした日が分かるような仕組みを取っているそう

です。もし可能であれば、それを出していただく

ですとか、何か救済措置がないか実施に向けてこ

れから詳細をまた検討させていただければと思っ

ております。 

○小林ともよ委員 私の方でも事業者の方に確認し

たところ、東京都内の税務署では、この窓口受付

票というのを渡しているそうなのですけれども、

税務署によっては、言わなきゃくれないというと

ころもあるらしいのです。これから、こういった

公的な支援を受ける際には、確定申告の書類が必

要とされてくる場合、必ずこの窓口受付票がない

と行けないということにもなりかねないので、と

きめきとか広報などでも捨てないようにという周

知、徹底していただきたいのですけれども、いか

がでしょうか。 

○産業振興課長 先ほども、それが必須とするのか

どうか、ほかに救済措置がないのかも含めて、こ

れから中身を確認させていただいて、どのような

周知が必要か、それも含めて検討させていただけ

ればと思います。 

○小林ともよ委員 よろしくお願いします。なくて

も受けられるようになれば、それが一番いいです

けれども。 

  あと、私と関わってというか知り合いの方で、

介護タクシー事業者の方がいらっしゃいまして、

その方、生活保護の方からも依頼があるそうで、

足立区とも関わっている方なのですが、前回の８，

０００円のときの支援策も知らなかったと、受け

ていなかったということが分かりまして、例えば、

そういった足立の行政と関わっているような方々

にも、是非福祉部なども通して周知徹底していた

だきたいのですが、いかがでしょうか。 
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○産業振興課長 介護タクシーのところまで至らず、

申し訳なかったと思ってございます。今回は、今、

小林委員おっしゃったとおり、介護関連の所管で

すとか、そういった施設の方でも御協力いただけ

るのかどうか、連携の方を検討してまいりたいと

思います。 

○小林ともよ委員 よろしくお願いします。 

  あと、予算委員会でも、我が党の質問で、車を

使わないと事業が成り立たないような事業者、例

えば卸業や建設業、お弁当の宅配業者なども対象

にするように求めましたが、日本の物価高騰の原

因となっている一つにエネルギーの高騰もあると

思うのです。やっぱりここを支えるような事業に

していくことが、消費者にとっても物価高騰対策

になると思うのです。運輸に限らずやっぱり対象

を広げていくことを再度求めますが、いかがでし

ょうか。 

○産業経済部長 今回、政府のガソリンに対する補

助が段階的に削られたということで、ガソリン価

格が高騰して、こういった補助金を設けました。

それ以外の方々につきまして、今回経費に占める

燃料費の割合の高い運輸事業者ということで補助

をいたしております。 

  その他の事業者につきましては、小規模ですと

かあと、建設業であれば資格取得の助成金とか

様々ありまして、そちらの方で補助をいたします

けれども、ほかに何か効果的な経営改善につなが

るような支援策というのはないかどうかというの

は、引き続き検討していきます。 

○小林ともよ委員 先ほども言いましたけれども、

千葉市などでは、全く事業者、区切りなく一律に

５万円ということで、３万円以上の光熱費が掛か

った事業者には一律に５万円、ＮＰＯ法人なども

対象にするということで幅広くきちんと支援をし

ておりますので、そういった観点からも検討して

いただければと思います。 

  次に、エアコン設置補助金なのですけれども、

昨年の決算特別委員会で、私はエアコンが壊れて

申請しても設置するまでに二、三週間掛かってし

まって、時間が掛かり過ぎるという声を紹介しま

して、今回大幅に日数が短縮されたということで

は本当にうれしく思っております。 

  しかし、これは設置までの日数ではないという

ことで、審査、調査をするまでの日数ということ

で、まだこれでは足りないのではないかと、エア

コン設置までに１週間を切るような、そういった

増員が必要だと思うのですが、いかがでしょうか。 

○環境政策課長 できるだけ設置まで日数を短縮す

るというような課題があるということは、私ども

も認識してございます。そして私どもとしてでき

ることについて、私ども今回手を打ってきたとい

うつもりでございます。今回は、申請をいただい

て訪問調査のところ、ここまでが区として関与で

きるところでございます。この後は、その先の申

請者の方が申請していただいて、そして購入して

いただくという手順が必要なために、私どもとし

てできるところを短縮したというところでござい

ますので、御理解いただければと思います。 

○小林ともよ委員 今回確認ですけれども、１２人

から２４人に拡充するということでよかったでし

ょうか。 

○環境政策課長 訪問調査員のことかと思います。

１２人から２０名ということで聞いてございます。 

○小林ともよ委員 例えば、夏場だけでも、より多

くの人員を確保するということはできないですか。 

○環境政策課長 そういったところも含めて、どれ

だけ増員できるかというところを協議させていた

だいて、ここがなかなか限界だというところで落

ち着いたところでございます。 

○小林ともよ委員 是非よりよい制度になるよう検
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討していただきたいと思います。 

  あと不法投棄の件なのですけれども、私、通報

員じゃないのですけれども、たまたまこの間地域

を歩いていたらあそこに不法投棄があって、どう

したらいいかと相談されて、ああそうだと思って、

足立の公式ＬＩＮＥからアプリを立ち上げてやっ

てみたのですけれども、何か住所を教える、公園

に不法投棄があったのです。公園は何番まではあ

るのですけれども、番地がないのです公園の表示

に、で、指定できなかったのです、なかなか。と

てもなんか時間が掛かってしまったのですけれど

も、その辺何か改善できることはないでしょうか。 

○生活環境保全課長 今、通報の多様化ということ

で、ＬＩＮＥを含めて、お電話ですとか、いろい

ろな形でいただいております。ＬＩＮＥの使い勝

手のところですけれども、確かに公園なり児童遊

園なり、表示がないところで特定できないという

ところについては、ＬＩＮＥの問題というよりも

表示の問題もありますので、関係の所管とも検討

といいますか、させていただきたいと思います。 

○小林ともよ委員 是非よろしくお願いします。 

 すみません、時間が掛かっていますけれども、あ

と、花火大会のことですけれども、私、前回雨に

なっちゃったのですけれども行ったときに、自転

車で向かいました。駐輪場がいっぱいで、扇大橋

の方まで戻るというか、行かなきゃならなかった

のです。中止になったというので帰ろうと思った

ときに、自分の自転車はどこにあるか分かりづら

かったというのがありまして、例えばＡＢＣとか

ちょっと目印になるようなものを設置していただ

きたいと思うのですが、いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 自転車がなかなか分かり

づらかったということで、御迷惑をお掛けいたし

ました。足立の花火、様々なところに駐輪場を設

置しております。特に公園ですとか、あと、交通

規制をしておりますけれども、道路脇のところも

指定をさせていただいておりますので、まず規制

解除というところをできるだけ早くというところ

ございます。どこまでできるかというのは分かり

ましたら、検討の方をしてまいりたいと思います。 

○小林ともよ委員 今、言っているのは河川敷のと

ころの駐輪場も含めてでよろしいですか。よろし

くお願いします。 

  あと、昨年の花火大会のときに、誘導員を警備

の方を入れて誘導したと、混雑しないようにと誘

導したということなのですけれども、商売をされ

ている方で、いつもは通る人たちが誘導員導入し

たことにより通れなくなったっていう声が届いた

のです。それに関しては、あれなのですけれども、

例えばここを通らなくなると分かっていたら、た

くさん仕入れなかったとか、そういった声も届い

ていますので、どういった誘導するのか、付近の

方にお知らせいただければと思うのですが、いか

がでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 花火の駅からの動線につ

きましては、今、警察と協議をしているところで

ございます。特に狭くなるところですとか、河川

敷に近いところというのは、そちらの方にあまり

多くの人が行かないようにということで動線を決

めているところでございますけれども、ホームペ

ージ等々でも会場に向かう動線を御案内をしてお

りますし、どうしてもの際には観光交流協会の方

にお問合せいただくような、なかなか全ての方た

ちにホームページ以上の周知は難しいものでござ

いますので、お問合せいただければというふうに

考えております。 

○たがた直昭委員長 小林委員、そろそろまとめて

もらえますか。 

○小林ともよ委員 ここで終わります。区商連なん

かもにも相談なんかして、周知徹底をしていただ
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ければと思います。 

○杉本ゆう委員 パッパッといきますけれども、項

目は幾つかあります。 

  まず、キャッシュレスの話から、今、くぼた委

員からいろいろと御指摘がありましたけれども、

その点に関してやっぱり今回いろいろまずトライ

アンドエラー、新しい形でやってみるというのは、

その点に関しては応援したいかなと思っています。 

  ただ、もちろん事前によその区でＰａｙＰａｙ

商品券を使った区から、やっぱりちょっと面倒く

さかったよっていう声があるのは事実なのですけ

れども、一応今回のコンセプトが区外にお金が流

れないということであれば、１００億円経済波及

効果は行かないけれども、１回やってみるという

のはいいじゃないかとか、そこは今回は応援した

いと思います。 

  ただ、いつもずっとこの二、三年うるさい話で

申し訳ないです。以前、質問した商品券になって

からは、例のもともとの今までのキャンペーンで

は買えなかった品目ありましたよね。そこら辺の

対応はどうなったか、その後、まだ教えていただ

けないのですけれども、どうなりましたか。 

○産業振興課長 商品券、買えないものは一緒にな

ります。保険調剤のお薬ですとか、たばこ等は、

あと全国一律の価格でないといけないたばこは買

えませんし、有価証券等もお買い求めいただけな

いようになってございます。 

○杉本ゆう委員 そうじゃなくて、前は、キャンペ

ーン期間中、有無を言わさず買えないという★★

があったけれども、今回その商品券を使う分には

当然買えないのは分かるのだけれども、そうじゃ

ない、要はほかの逃げ道というか、ふだんＰａｙ

Ｐａｙを使っている人がＰａｙＰａｙを使って買

うのはオーケーになっているのですよね、部長。 

○産業振興課長 商品券以外の支払方法を選べば、

利用できるようになってございます 

○杉本ゆう委員 分かりました。 

  そういった意味では、どうしても区がやるこう

いう経済政策１００％完璧なものはアナログも含

めてないのは分かっているので、なのですけれど

も、確かにＰａｙＰａｙが前回の形ですごいそれ

で恩恵を得た事業者さんたちからもう絶対やった

ほうがいい、またやってくれと言われるのは、そ

れレシートも含めてそうですけれども、ただ、こ

の前からこの二、三年ずっと指摘しているように、

それで今までの例えばたばこ屋さんであるとか、

そういったところは使えないのはフェアじゃない

よという話はしてきた、そういう点では逆に僕は

その点に関して改善したのだなというふうに僕は

評価していますので、それは是非、くぼた委員の

御指摘もごもっともです。今年１回やってみたら

どうかなっていうのは僕は思います。 

  レシートなのですけれども、ちょっとこれ勘違

いされると困る★★、僕は基本的にレシートはや

ったほうがいいという応援する立場です、何度も

言っていますけれども。ただ、他会派からの指摘

もあったように、配るのにお金が掛かり過ぎてい

るのではないかというところです。ただ、今回も

仕方ない、エイチ・アイ・エスになりましたけれ

ども、一つ要望に近いこと、要望ですけれどもお

聞きしたいのですけれども、大手に投げたとして

も、結局大手が実際に自分でやらないじゃないで

すか。また更に投げますよね、前回のトップツア

ーズもそうでしたけれども、だとしたら、せめて

その配るのにお金が掛かるという批判があるのは

分かるのですけれども、だとしたら百歩譲って、

そのお金が区内の事業者に落ちるのであれば、ま

だ説明は区の公金を使うという意味では付くと思

うのですけれども、そこら辺はエイチ・アイ・エ

スに求められないのですか。 



• 正式な会議録が作成されるまでの暫定的なものであり、今後修正されることがあります。  

• 音声認識システムで認識できなかった発言等は「★」で表示しています。  

• 「★」の数は発言の文字数を表しているものではありません。 

３３ 

○産業振興課長 今回、エイチ・アイ・エスの方の

業務体制を見たところ、最初の運営事務局につい

てはエイチ・アイ・エスが直轄でやるようになっ

てございました。なので、ちょっと、また自前の

事務所等もございまして、その辺を活用すること

で前回よりかなり安く事務費を落として来てござ

います。そういったとこですと、これ以上区内の

事業者を使ってくれという要望は、現段階では厳

しいのかとは考えてございます。 

○杉本ゆう委員 前回より大分安くなったというこ

とですね。前回のトップツアーズと比べて、エイ

チ・アイ・エスに払う金額、幾らぐらい安くなっ

たのですか。 

○産業振興課長 商品券や郵送料的な固定的な経費

を除きますと、３，７００万円程度安くなってご

ざいます。 

○杉本ゆう委員 ということは、結局、さっきから

言っていますけれども、基本的には応援したいの

で、ほか、いろいろ言われるのは心苦しいなと思

うところはあるのですけれども、結局トータルで

前回よりは多少ここに掛かるコストが減ったとい

うふうに、そういう理解で大丈夫なのですか。 

○産業振興課長 前回よりは事務経費が減ってござ

います。かなり我々も努力しましたし、委託事業

者の方でも昨年のミスをかなりヒアリングして、

どこでヒューマンエラーが起こったかも研究して、

最少の費用で最大の効果が出るように提案してい

ただいてございます。 

○杉本ゆう委員 具体的に去年、ごめんなさい、一

億何千万という話あったと思うのですが、去年が

幾らで今年が、ざっくりでいいです、１円単位ま

では聞きませんけれども、ざっくり幾らぐらいに

なったのかを教えてください。 

○産業振興課長 昨年の最初の契約の金額との比較

になってしまいますけれども、その後精算等があ

ってどんどん減ってはいるのですが、当初、当初

で比較しますと昨年が４億４，７００万円程度で、

今年が４億３，９６０万円なので、それを差っ引

くと７００万円程度しか見えないのですが、郵送

料や商品券の固定費を除くと３，６００万円程度

安くなってございます。 

○杉本ゆう委員 分かりました。できる範囲のこと

でやっていただいたってのは分かります。でも、

もしこのレシートもその次の年でやるかどうか、

まだ不透明だと思うのですけれども、今後の方針

として、もし今後これを、はっきり言ってしまう

と★★レシートをやってくれてありがとうとか何

か言われてしまうのです、いろいろお店の人たち

に、そう言われると応援せざるを得ないっていう

言い方よくないな、本来的には応援したい立場だ

けれども、今、言ったように立場の違う人から見

れば、お金が掛かり過ぎているところも筋が通っ

ている批判であるので、そこはやっぱり努力して

いただきたいという話は今までしてきたつもりな

ので、うちは反対をしているつもりは全くないで

す。 

  ただ、今後もそれなりに区の職員さんだけでは

できないのは分かっているので、もしやるのであ

れば、例えばまたお金を掛けるのだったら、どう

せだったら区内の事業者にお金が落ちるようにや

ってあげたほうが、配るのに幾ら掛かっていると

いう、掛かっているけれども結局区内の事業者、

中小事業者が潤っているのですよという説明の方

がまだ説得できるという言い方したら変だけれど

も、説明が付くのではないかなと思うのです。こ

れは今後の未定の話なので、そういうところも含

めて是非検討していただきたいと思います。レシ

ート自体は、いいと思っています。もちろん、性

善説に立つか、性悪説に立つかでもいろいろもう

切りがないのは分かっているので、それをいって
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しまったら、何でもシールを貼って応募するいろ

いろなやつがあるのと一緒なので、そこら辺に関

しては悪いことする人は悪い人がいるのだなと、

ただ、その努力はやっぱりしたほうがいいです。

ちょこちょこメルカリ見たり、ヤフオクを見て、

通報、通報、通報って細かいことしなきゃいけな

いかもしれないのですけれども、ただ、ちゃんと

やっているのだよというのはしっかり見せたほう

がいいのかなという気はするのですけれども、要

望で大丈夫です。 

  １件地域の人からの質問も含めてなのですけれ

ども、小規模事業者経営改善補助金なのですけれ

ども、これの対象になる品目というか、その内容

がホームページを見ている限りでも当てはまりそ

うなのです。例えば、具体的に言うと産廃の事業

者さんなのだけれども、今、やっぱり運転手の方

が不足とかしていて、なかなか、よそのものも頼

まれて運ばなきゃいけないことがあると、集めた

ものを自分の会社に持ってくる分には全然構わな

いのだけれども今までどおりで、集めてもらった

のを別のところに持っていってほしい、運んでほ

しいというリクエストがあるそうなのです、自分

ちの会社じゃなくて、だってその場合は、運送業

になっちゃうので、★★は緑ナンバーを取らなけ

ればいけないと。そういう意味で、ここのコンセ

プトからすれば、経営もっとよりよくするために

事業をもう少し、今、やっている事業は必要なの

だけれども、事業のメニューを増やして拡大しま

しょうという意味では、これのコンセプトにマッ

チする話だと思うのですけれども。例えば、その

人が例えば言っていたのは、例えばそのときに、

運送業にするのだったら車にタコメーターを付け

なければいけない、緑ナンバーにするのだったら、

それに掛かる費用があるから、変な話ですけれど

も、ちっちゃい事業者さんなので車も何十台もあ

るわけじゃないです。そういうところ例えば付け

たとしても、それこそ、何十万円で済むはずなの

です。でも、せっかくなので新しいことをやろう、

拡大も、よりよい経営にしようということで申請

したら、法令で定められているものは駄目ですと

言われちゃったらしいのです。ただ、そこら辺の

項目、駄目ですというそういう除外されるものの

中にそういうもの書いてないのですけれども、一

番最後に、その他区が駄目と認めるものというざ

っくりとした書き方があるので、この基準が非常

に分かりづらいと、１人に限らず、二、三人には

言われたのですけれども、ここら辺、あと結構出

てくる職員さんによって言うこと違うということ

も言われちゃったのですけれども、そこら辺につ

いて教えていただけますか。 

○産業振興課長 窓口様々な職員が対応しておるた

め、基準が違うというところは本当に申し訳ござ

いません。ホームページ等だけでは書き切れない

部分もございまして、本当に非常に細かい部分で

も我々毎回、お互いに確認しながら進めてござい

ます。全て書きは切れない部分はございますけれ

ども、より分かりやすいように申請する方が悩ま

ないような周知の方法を検討させていただければ

と思います。 

○杉本ゆう委員 なので、ホームページに書いてあ

るこの対象にならない経費というのがあるのです

けれども、これそのとおりだと思うのです。これ

は、ならないよねと分かるのですけれども、この

前聞いたら、聞いて合理的、聞いたときに、そこ

に対して違和感を持たなかった。今やっている事

業を拡大するために、必要に買わなきゃいけない

機械だけれども、法令で定められているから、法

令で定めないとなぜ駄目なのかというところはち

ょっとあまり説明としては合理的じゃないなと思

ったら、これいま一つの例です。 
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  なので、そういうケースもあったということで、

この点に関しては、今後もうちょっと区民の人に

分かりやすい説明というか、あと対応を心掛けて

いただきたいなと思います。それは、その点に関

しては要望で大丈夫です。 

  次は、今度ベルモントの使節団派遣、来年度の

分です。去年、１週間参加させていただいて工藤

副区長も一緒に行って、すごくいい事業だったと

いうのは本当に実感して帰ってきたところです。

実際参加した学生の中では、すごくもう影響を受

けた子が、我々の業界に連絡先を世界に対して公

開しているので、実はこの前、連絡が来まして、

高校に受かったという学校の名前は出しませんけ

れども、都立のいわゆる進学校で、そこが国際交

流であるとか英語教育にすごく力を入れている学

校に受かったと喜びのメールでお知らせのメール

が届きました。そういうわざわざ連絡してくれて

うれしいなと思ったのですけれども、ただ、行く

ときに、別に批判でも何でもないし、一つ感想だ

け言わせてもらうと、事前学習のときに英語の勉

強をするのもいいのですけれども、もうちょっと

現地の行くオーストラリアのことをもうちょい知

っていたほうが、行ったときの感想と、現地で見

たときに何か例えばアボリジニ系の話、なんか木

がいっぱいあるけれども、これ何だろうという多

分大人が見てもはてなと思うとかがあると思うの

で、あと、いろいろな行事をやっても何かその地

元の酋長がいきなりやってきて、いろいろ一言し

ゃべってから始まるのは、あれ何でなんだろうと

かいろいろあると思うのですけれども、そこって、

自分が社会科教員だから言うわけじゃないのです

けれども、そこら辺の話、好きな人、絶対中学校

の社会科の先生いっぱいいるのです。なので、さ

んざん言っている話ですけれども、事前のところ

で、別に休みの日に学校の先生出てこいとは言わ

ないけれども、何かその事前のリーフレットとい

うか、しおりみたいなものを教育委員会側とも何

か協力してつくれたらもっと効果的なのではない

かなと、せっかく行ってみるのに、結局行って帰

ってきたことを何か取りあえず森のようなところ

に行って、何か民族楽器のボーッというのを見た

けれども、何だったのだろうだと、ちょっともっ

たいないなと思ったので、事前の英語の練習とか

会話の練習とかすごいよかったと思うのですけれ

ども、そこら辺を１点そういうのを足していただ

くと、よりよい企画になるのではないかなと思い

ました。 

  で、最後、花火なのですけれども、観光交流協

会に対してというよりは、この前の予算委員会の

ときに、うちの会派の岡田委員の質問の中でちょ

っと気になるところがあったのですけれども、足

立区の観光交流協会、よその観光交流協会と比べ

ると、区の公金が収入の大部分であるという答弁、

局長されていましたけれども、それはそういう区

のコンセプトもあるのだろうなと、考え方もある

のだろうなと思ったのですが、そのときに、ごめ

んなさい、工藤副区長に別に批判したいわけじゃ

ないのですけれども、答弁できなかったのが、何

で区の公金をそっちに入れるのですかという岡田

議員の質問に対して、観光交流協会に入れておい

たほうがスピーディーに対応できるからというふ

うにお答えになっていたと思うのですけれども、

なのですけれども、例えば花火に関しては、観光

交流協会と足立区も主催者です。共同で主催者じ

ゃないですか。ということは、区が執行する、区

が主催者である行事のお金の動きというのは、言

い方は悪いですけれども、我々議会の方も、それ

なりにチェックをしなきゃいけない行事だと思う

のです。 

  ただ、今回みたいに観光交流協会のお金でやっ
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てしまうと、今回みたいに一つの報告事項の中で

こういうふうにやりますと、報告で一応質疑がで

きるけれども、その先の我々どうするべきなのか

という判断できないという点で問題というか制度

上の矛盾があると思うのですが、その点どう思わ

れますか。 

○副区長 私が答弁した内容は、ちょっと誤解があ

ったら申し訳ないですけれども、区が事業化をし

て区で実施するよりは、協会を使ったほうが予算

の執行ですとか、★★スムーズにできるので、区

よりは協会の方がスピードアップしていろいろな

事業ができますし、いろいろなことに対応できる

という意味です。岡田議員の質問は、民間の方を

会長にしたり、民間の方にすればということでし

たので、その意味でのスピードアップということ

ではございませんので、私どもあくまでも、協会

は区よりは柔軟に対応できると、そういう意味で

答弁をしたところです。 

○杉本ゆう委員 そうなのですけれども、今、言っ

たように、結局事実上、区の行事なわけです。例

えば、シルバーとかに関しては公益財団法人なわ

けです。観光交流局は一般財団法人なわけです。

何が違うといったら、観光交流協会はよその区も

含めて一般財団法人のところがほとんどでという

ふうな感じで、じゃあ何が違うのといったら、シ

ルバーとかの方がより公益性が高い仕事している

のって、別に中身としてはそう変わらないと思う

のです。そういう意味では、すごい、事実上の区

の仕事をしているのだけれども、だとしたらやっ

ぱり、何ていうのだろう、スピードアップすると

いうメリットはあります、あるのだけれども、そ

ういった意味で今回みたいに来年度これでお金使

いますという、そういうので報告だけで済むとい

う、そっちの方のメリットの方が強く感じてしま

うのですけれども、そこら辺どうですか。 

○副区長 報告はもちろんいたしますけれども、事

業計画というのも議会の方にお示しをして、それ

で内容は確認していただいていますので、すみま

せん、その内容がちょっと不十分ということであ

れば、改めてもう少しきっちりと御説明をして御

理解いただくような方法にしたいと思います。 

○杉本ゆう委員 分かりました。 

  この話あんまり深くしても時間もないので、な

のですけれども、この前の予算委員会の中で質疑

を聞いていて疑問が生じたので、今日は聞かせて

いただきました。なので、ただ観光交流協会がや

っている事業についての不満は全くないので、是

非今後もしっかり、いろいろとより足立区ＰＲで

きるように頑張っていただきたいと思います。そ

れは要望で結構です。 

○副区長 すみません、１点と、レシート事業の件

で御質問があって、予算特別委員会でも他の会派

の方から、コストの件、偽装の件、あるいはミス

防止の件というお話が出たと思います。今、改め

て来年に向けて、どういう形で実施をするかとい

うのをつくっていますので、また改めて、★★の

方にお示しをして、それで御理解いただいて実施

するのかどうかというのは判断を仰ぎたいと思い

ますので、よろしくお願いします。 

○川村みこと委員 私から、２点確認だけさせてい

ただきたいと思います。 

  不法投棄通報協力員の活性化に向けた取組なの

ですけれども、これ令和７年度に向けてというこ

となのですが、いつ頃から予定されておりますか。 

○生活環境保全課長 この資料の中になくて申し訳

ございません。令和７年４月１日からとさせてい

ただきます。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  既に回数もかなり通報いただいている方もいら

っしゃるかと思いますが、そのカウント方法につ
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いて改めて確認したく思います。 

○生活環境保全課長 そちらも４月１日からのカウ

ントということで平等といいますか、そういった

対応で進めてまいりたいと考えております。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  私もこの委員会で、何かインセンティブをとい

うことで要望させていただいておりましたので、

今回の新たな取組、大変ありがたく思っておりま

す。是非新たな協力員だけではなく、続けていた

だける取組をこれからも進めていただきたく、配

布物品については、今、検討をいただいていると

いうことですけれども、続けてよかったなという

ふうに思っていただける取組を是非お願いしたく

思います。これは要望させていただきます。 

  次に、足立の花火について伺います。 

  足立の花火、５月になるということで、かなり

広く区民の方に５月開催になったということが理

解されつつあるのではないかなというふうには思

うのですけれども、どのような周知で時期変更に

なったか周知しているかどうか、改めて確認させ

ていただきたいと思います。 

○観光交流協会事務局長 まず変更になったことを

あだち広報、また観光交流協会ホームページ、そ

ういったところを通じて広報をさせていただいて

おります。 

  また、今回御報告させていただいておりますけ

れども、現在、ポスター、それから今後リーフレ

ットをつくってまいりますので、地域の方々も含

めてポスターの掲示を今後お願いをしていくとこ

ろでございます。 

○川村みこと委員 分かりました。 

  時期が変更になったということで、職員の方の

負担も大きいのだと思いますけれども、いつも以

上に早い時期から周知していただかなければなら

ないかなというふうに思っておりますので、是非

そこをお願いしたいと思います。 

  それから、足立区のホームページの中に、イベ

ント・おでかけというふうに、こうやってまとま

っているページがあるのですけれども、まだこの

イベント掲載されていないように思います。是非

そのようなところでも、皆さんどこの情報を見て

いただいているか分かりませんから、少しでもで

きることをやっていただきたいなというふうに思

うのですが、いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 今、川村委員御指摘もご

ざいましたので、様々手法を確認をいたしまして、

できる得る限りの広報の方をしてまいりたいと思

います。 

○野沢てつや委員 東京芸術センターなのですけれ

ども、今の綜合商事が中に入れずに、運営状況も

含め施設の状況は把握できてないということなの

ですけれども、これ今の会議室の予約とかって行

っているのは、どこがやっているのですか。 

○企業経営支援課長 実際に行っているのは、株式

会社村井敬合同設計となります。 

○野沢てつや委員 私、今月、会議室を借りたので

すけれども、私が借りたのは村井設計なのですか。

違う。私が受付してもらったのは、村井合同設計

なのですか。 

○企業経営支援課長 現在、芸術センターの中に入

っているのが、村井敬合同設計側で手配している

人員となりますので、その受付の際には、そうい

った支配下の者となります。 

○野沢てつや委員 これ、おかしいなと思っている

のですけれども、今、実際受け付けしているのは

村井敬合同設計なのですけれども、そことのこと

が何も書いてないのですけれども、実際、今、訴

訟中で綜合商事が機能していないというところで

村井合同設計が居座りとだか、そこら辺、分から

ないのですけれども、実際は受付しているという
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ことなのですけれども、そことのやり取りという

のは、どうするのですか、これは。つまり私は今

月借りているのです会議室を一応、申し込んでお

金も払って利用させていただくと、それ自体あり

がたいのですけれども、今後どうするのですか、

これは、村井敬合同設計との対応というのは。 

○企業経営支援課長 現在、芸術センターの中の運

営に関してですけれども、先ほど申し上げたとお

り、村井敬合同設計側の方で実態の方の運営を行

っております。区民の皆様、御利用者の方々へに

ついては、サービスというところが提供ができな

くならないように、現在サービスの方は展開して

いるところです。 

  現在、占有中ですので、建物の明渡し請求の訴

訟を綜合商事側と、村井敬合同設計側の方で、今、

争っている最中、で、裁判の結果が出次第、確定

次第、また我々の方で交渉の方を綜合商事側の方

としていくという流れで考えております。 

○野沢てつや委員 そうですね。裁判、係争中とい

うことなのですけれども、村井敬合同設計とのや

り取りというのは、ないのですか、今というのは、

どうなのですか、これは。 

○企業経営支援課長 我々企業経営支援課の方と、

村井敬合同設計側での定例会というところも開催

はしておりますし、あとは綜合商事側との定例会

というところも行っておりまして、双方連絡、情

報共有、あとは要望ですとか、そういったところ

のやり取りは継続して実施をしております。 

○野沢てつや委員 明渡し訴訟が係争中ということ

なのですけれども、これすごい長期化していると

いうことなのです。これ、いつ、正直締結が出る

かも分からないということなので、正式な契約と

かはするべきではないとは思うのですけれども、

今、お話ししたとおり、村井敬合同設計とはきち

っと管理していただけるように調整はすべきかと

思いますけれども、いかがですか。 

○企業経営支援課長 現在、占用している村井敬し

合同設計側の方には、これまでも伝えてきたとお

り要望の方を伝えてまいりますし、それと同じ内

容を引き継いだ後に綜合商事側がスムーズに実態

の上の方に入っていけるように、双方とも連絡、

情報連携しながら努めてまいりたいと思います。 

○野沢てつや委員 是非お願いします。 

  続きまして、起業家支援塾、エキスパートリン

ク社が今回受け持つということなのですけれども、

これ執行機関の方は、起業家支援塾のこの内容と

かというのは御存じでしょうか。 

○企業経営支援課長 私も起業家支援塾の方は実際

に出させていただいておりますので、内容の方は

把握しております。 

○野沢てつや委員 これ参加しているメンバーの方

とかというのは、どんな感じの方とかも御存じで

すか。 

○企業経営支援課長 これから創業予定の方が多く

いらっしゃるのですけれども、その業種について

は飲食店からはじめ、ＩＴ関係だったり、業種は

多岐にわたっている状況でございます。 

○野沢てつや委員 これは、あと何人ぐらい参加予

定なのですか。 

○企業経営支援課長 前半と後半で行っているので

すけれども、おおむね３０から４０名ほどの参加

となっております。 

○野沢てつや委員 何が言いたいかというと、私も

これに参加したことあるのです。正直、言うと、

そのとき創業する気もなく、半分ひやかし的な、

本当申し訳ありませんでした。 

  で、何が言いたいかというと、そういう人も結

構実際いたのです。イロハニを教えてもらって、

面白いな、勉強になるなとか思って、最後たしか

みんなで打ち上げして終わりみたいな、そういっ
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た形でした。実際、起業済みの方がたしか２人ぐ

らいいて、起業を考えている方が四、五人いたみ

たいな感じなのですけれども、残りは、いつかは

僕もみたいな、いつか私もみたいな、そういう方

も結構いらっしゃいました。 

  ですので、これやるのでしたら、その後の何だ

ろう、モニタリング、参加者の方が実際起業され

たのかとか、どうされたのかとか、そういったフ

ィードバックを求めてもいいのかなと思いますけ

れども、いかがでしょうか。 

○企業経営支援課長 我々の方としましても、こち

らのセミナー数種類あるのですけれども、受講生

の方が、その後、どれだけ起業されたのかという

ところの後追いについては、可能な限りで把握に

努めているところでございます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。自戒も

込めて、今、質問させていただきました。 

  あと、中小企業採用支援助成金です。これ備考

欄に申請は年度内１回のみと書いてあるのですけ

れども、これは例えば何か求人サイト、介護用の

求人サイト、メドレーとかで採用した場合、１人

採用して、そこでもう終わりということなのです

か、その企業としては。 

○企業経営支援課長 申請年度内１回で、その申請

について契約期間、掲載期間がまだ残っている状

態で、１人、２人と採用できるようであれば、特

に問題はございません。 

○野沢てつや委員 例えば、インターネットの求人

広告サイトとかに登録して、採用できたら、都度、

払わなくちゃいけないのですけれども、例えば３

人採用して、７万円掛ける３人で２１万円という

請求書が来たら、それに関して総括して申請でき

るということでよろしいでしょうか。 

○企業経営支援課長 こちらの助成金ですけれども、

申請の際に見込みの額の方を出していただきます

ので、そこを超えない範囲で結果の方を報告して

いただければ大丈夫です。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  何が言いたいかというと、結構、今、人材が本

当に流動化していて、なかなか定着するのが難し

くて、せっかく採用しても１か月、２か月で辞め

る方も正直なところ少なからずいらっしゃいます

ので、１人だけじゃなくて、何人かまとめて申請

できるようなスキームでしたら本当にありがたい

なと思います。 

  あと、キャッシュレス、くぼた委員、あと杉本

委員、本当おっしゃるとおりだと思いまして、１

００％というのはなかなか難しいなと思うのです。

今回、工藤副区長の方から、経過の方をよく見て

今後考えたいということだったのですが、前年度、

区民４、区外６という割合ということで、いかが

なものかなと思うのですけれども、実際どこの店

舗が流出が激しいとか、そういった状況というの

はもう把握しているのでしょうか。 

○産業振興課長 個別の店舗までは、データをいた

だいてございません。 

○野沢てつや委員 個別の店舗のデータを取るとい

うことは難しいのでしょうか。私の頭の中で、あ

そこのスーパーだろうなというのは二つぐらい頭

に浮かんでしまうのですけれども、そういったデ

ータというのは取れないのでしょうか。 

○産業振興課長 個別には、情報提供いただけてい

ない状況です。 

○野沢てつや委員 そうなると、あれですから、や

はり流出する店舗の特定というのは難しいという

ことでしょうか。 

○産業経済部長 今、産業振興課長が申し上げまし

たが、個別の店舗でどのような方がどういうふう

に使われたかというふうな情報っていうのは、い

ただいておりません。 
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  ですので、個別につかむのは非常に難しいとは

思うのですけれども、ただ、野沢委員もおっしゃ

られたように大体想像ができるというところは、

駐車場がある大型店舗、スーパー、そういったと

ころで、私もよく見て回っていましたけれども、

他の自治体のナンバーの車が結構止まっているな

というのは、キャンペーン期間中はよく見ており

ました。 

○野沢てつや委員 本当に、だから、くぼた委員も

杉本委員もおっしゃっていたのですけれども、完

璧を目指すのはすごく難しいと思うのです。そう

いう中で今回ＰａｙＰａｙ商品券キャンペーンに

移行するということで、それ自体本当に頑張って

いただきたいと思いますし、本当に応援したいと

は思います。ただ、一方、キャッシュレス決済還

元の方がハードルが低いということで、実際、ま

ちの方のお声もやっぱり本当によかったなという

声もあるのです。 

  その中で、今回区民４、区外６ということでし

ようがないのかなと思うのですけれども、１年間

の期間があるので、その間に、区民６とか区外４

とか、区民７とか区外３とかに割合を改善できる

んであれば戻してもいいのかなと思います。 

  ただ、一方で戻すとしたら、そういったものを

特定、どういったところで流出するというのを特

定すべき必要があると思いますので、そこも１年

間の間に検証していただいて、その結果、経済効

果、先ほどもお話ししたとおり、経済効果は落ち

ますので、そことの比較、考慮していただいた上

で決定していただけたらと思います。 

  あと、運輸事業者エネルギー価格高騰対策なの

ですけれども、すごくいいと思うのですけれども、

何か乗合バスと、そういった業者さんに対しては、

何かもっと手厚くてもいいのかななんて思ったり

するのですけれども、こういった点はいかがでし

ょうか。 

○産業振興課長 今回、東京都の補助金の方も出て

おり、更にその上に足立区の補助金も併給できる

ようにしておりますので、そういった意味では、

少し皆さんに手厚く出していけるとは思っており

ます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。バス、

これはインフラですので、本当に最上級の支援を

していただけたらと思います。 

  最後に花火ですけれども、今年もあれですか、

何かバリアフリースペースみたいなのはあるので

すか。 

○観光交流協会事務局長 今年度につきましても、

北側、南側双方に車椅子の方用のスペースの方を

確保を予定をしております。 

○野沢てつや委員 昨年なのですけれども、バリア

フリースペース、外国人の人がやたら入ってくる

のです。アイドンノー、アイドンノーと言って、

私、シッシ、シッシと追い出したのですけれども、

やり方がよかったかどうか、またあれなのですけ

れども、やっぱりインバウンドがすごく好調とい

うことで、それ自体は別にいいことではあると思

うのですけれども、明らかに知らんぷりをして、

バンバンなだれ込んでくるのですけれども、そこ

に対する対策はあるのでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 バリアフリースペースに

つきましては、区の職員が誘導等も含めまして担

当として付いております。 

  ただ、区の職員も含めて外国人の方が言うこと

を聞かないということであれば、観光交流協会の

本部の方で警備員、また警察の方の協力をいただ

きながら指導の方をしてまいりたいと考えており

ます。 

○野沢てつや委員 ありがとうございます。 

  そうなのです。職員の方、１人で張り付いてい
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ただいていたのですが、正直なところなだれをと

どめることができずに、本当にアイドンノー、ア

イドンノーとどんどん入ってくるので、そこを厳

し目にしていただけたらと思います。 

  以上です。 

○たがた直昭委員長 以上で質問を終わります。 

 

           ◇            

 

○たがた直昭委員長 続きまして、その他に移りま

す。 

  何かありますか。 

○杉本ゆう委員 すぐ終わります。 

  さっきの別添のベルモントのこの前来た方の報

告で幾つか参加者からのフィードバックがあった

ので、質問というよりは、今、さっと言わせてい

ただきます。 

  １点は、参加者の向こう側の方から言われてし

まったのが、パーティーが２回同じ内容の食事が

出たというものを指摘されてしまいました。あと、

前にも言ったのですけれども、前々からやる前か

ら言っていたのですけれども、せっかく観光交流

協会が主催で、それこそ国内の友好自治体もある

中で、あそこのビューホテルの中で出すのでも、

何かあそこのある取りあえずお酒とかで★★、彼

らお酒好きな人も多いし、ワイン好きな人も多い

ので、分かりやすく言えば、魚沼の日本酒があり

ます、鹿沼はワインを作っています、山ノ内はア

ップルシードルを作っています、そういうところ

のＰＲは是非したほうがよかったという、そうい

う意見がありました。向こうの方々が自分たちで

お休みの日に山ノ内に行って、お猿さんが温泉に

入っているのを楽しんできたという話なので、そ

れこそ、あそこもうちのシスターシティーなので

すと言ったら、驚いた方々がいっぱいいるという

話だったので、そういうところの広報はもうちょ

っとした方がいいのかなという点が一つと。 

  あと向こうで来ていた一般の市民代表の人々で

結構現地でビジネスをやっている人たちが、そう

いう交流できるものだと思って来たら、あんまり

接点がなかったということなので、この前のパー

ティーじゃないところであったとしても、区内そ

れこそ関係と近いわけですから、区内事業者の人

たちとの交流的なものをしたかったという意見。

区がやるアンケートだと多分皆さん、優しいので

好意的なことしか書いてくれない部分があると思

うので、そういう意見が出たというのが一つと。 

  あともう１個は外交辞令上の問題なのですけれ

ども、こちらが４０周年、５０周年、４５周年に

行くときに、向こうはパースの総領事が来て、在

パース日本総領事が来ているというところでは、

外交は基本的に相互主義なので、向こうが来てく

れるかどうかは別として、やっぱりオーストラリ

ア大使館に一声掛けるべきだったのではないかと

いう声もありました。なので、そこら辺は今後の

５年後に対する課題ということで、そこは是非考

慮していただきたいというところです。 

  最後、もう１個、千住宿の４００年サイトなの

ですけれども、この前予算委員会の予算のあらま

しを読んでいたら、観光の方で、助成金４００周

年補助金と出していましたよね。あれは町会・自

治会みたいなところも対象になっているのですか。 

○観光交流協会事務局長 千住宿４００年の補助金

につきましては、千住宿を祝う、４００年を祝う

イベント、観光交流協会の後援を条件とさせてい

ただいておりますけれども、様々団体様、対象と

しております。 

○杉本ゆう委員 なので、だとしたらこのサイトの

方も郷土博物館も地域のちからの下なのだろうけ

れども、そこら辺の地域の町会・自治会を担当し
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ているそっち方面の所管にも是非言っていただい

て、こういうのをやっていますというのを広めて

いただくのと、具体的に、今、うちの地域、川で

隔てられちゃった千住の地域なので、今度うちの

町会でも名前が千住に戻るのです。そういうので

何か、これに絡めてやりたいねという話もちょっ

と出つつあるので、そういったところを広報で是

非してもらいたいのです、このサイトとかで。 

  なので、そういった意味で、何ていうのだろう、

地域のちからとか、そっちで地域のそういう人た

ち結構民間のレベルでの千住をもっとアピールし

ようという人たち絶対いるはずなので、もちろん

郷土博物館が一番詳しいのですけれども、そこら

辺もっとつついて、是非やってもらえるように、

せっかくサイトをつくるのであれば、シティプロ

も含めて協力をお願いしたいのですけれども、大

丈夫ですか。 

○観光交流協会事務局長 せんだっては、予算特別

委員会の中でも、そういった庁内でもＰＴをつく

って情報共有をしているというふうに御答弁させ

ていただいておりますので、そういった機会を通

じて、しっかりと情報共有してまいりたいと考え

ております。 

○杉本ゆう委員 分かりました。 

○小林ともよ委員 １点だけ要望です。 

  東武健康ハイキングが企画されていると思うの

ですけれども、このルートを見ると最後は千住旭

公園がゴールとなっている。実施日が、５月２４

日の土曜日ということなのですけれども、今、旭

町商店街で「ぼんぼんマルシェ」という比較的若

い方々が商店街を盛り上げていこうということで、

３月から「ぼんぼんマルシェ」を始めています。

この５月２４日は恐らく開催されていると思うの

です。せっかくなので、このハイキングに参加さ

れている方々にもお知らせしていただければと思

うのですが、いかがでしょうか。 

○観光交流協会事務局長 小林委員から御指摘のと

おり、恐らく第２の土曜日ということで、「ぼん

ぼんマルシェ」開催されていると思います。ちょ

うど通路沿いにもなりますので、どういった周知

できるか検討してまいりたいと思います。 

○たがた直昭委員長 よろしいですか。 

  以上をもちまして、産業環境委員会を閉会いた

します。 

午後零時４２分閉会 


